
「おいしいお米になーれ♪」

クレインパーク南側水田にて（６月17日撮影）

田植え交流会（文化地区環境保全会）
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2018（平成30年）
No. 148

主な内容

（６月１日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比

世 帯 数 ２万 5,148 （－ 22）
人　 口 ５万 3,725 （－ 63）
男 ２万 5,224 （－ 29）
女 ２万 8,501 （－ 34）

出　 生 38
死　 亡 70
転　 入 103
転　 出 124
その他異動 10



　
全
国
的
に
高
度
経
済
成
長
期　

に
、
多
く
の
公
共
施
設
を
建
設
。

　
そ
の
多
く
が
建
築
後
30
年
以
上

を
経
過
し
、
大
規
模
改
修
や
建
て

替
え
が
必
要
。

　
一
方
で
、少
子
高
齢
化
に
よ
り
、

医
療
や
介
護
な
ど
社
会
保
障
費
が

増
加
。

　
加
え
て
働
き
ざ
か
り
の
人
口
が

減
る
こ
と
で
、
税
収
も
減
少
。

　
こ
の
状
況
は
本
市
も
同
じ
。

　
全
て
の
施
設
を
建
て
直
す
に
は

膨
大
な
費
用
を
要
し
、
財
政
を
圧

迫
。
財
政
状
況
の
悪
化
が
進
め
ば

「
財
政
再
生
団
体　
」
に
指
定
さ

れ
る
可
能
性
も
。

　
将
来
の
財
政
規
模
、
人
口
規
模

に
見
合
っ
た
施
設
の
規
模
の
適
正

化
や
有
効
活
用
を
検
討
し
、
実
行

す
る
こ
と
が
必
要
！

　本市の一人当たりの公共施設数は、全国平均の約２倍で、人口規模類似団体
と比較しても保有量は多くなっています。
　また、２８６施設、総面積３３１，５４５㎡を保有していますが、全て大規
模改修を実施し現状維持のまま建て替えを行った場合、今後４０年間で１，
３４９億円の投資的経費が必要です。　（出水市公共施設白書および適正配置計画から）

予算・人手不足から修繕が追い付かず、
復旧まで時間がかかる。

　全国的に人口減少時代に突入した現在、本市も例外ではなく、今後も労働力の減少や社会保障費の増加
が見込まれ、経済や地域活力への影響が懸念されます。現実と向き合い、将来にわたって地域の活力を維
持するにはどうすべきか、一緒に考えてみませんか。

バリアフリー整備が進まず、車いすやベビーカーを
使う利用者が快適に利用できません。

　本市の人口は、2040（平
成 52）年には、約４万人
程度になると推計。
　年少人口・生産年齢人口
ともに減少する一方、老年
人口は増加を続ける予測。

約１万
人減少！

※２　会社の倒産にあたるもので、国から指定されると財政立て直しのため、増税や
　　使用料の値上げに加え、行政サービスの削減が行われます。

※１　高度経済成長期は、人口・経済とも増大することが前提とされていました。

いつになったら・・・

不便ねぇ・・・

もう何年も・・・

誰もいないね・・・

そ
う
な
る
前
に
！

将
来
へ
の
負
担
を
減
ら
し
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

で
き
る
こ
と

人口減少社会の波が公共施設を直撃！
人口減少で利用者が減り、スタッフも削減。
維持費だけが増えていく。

予算不足で修繕が進まず、老朽化が進行。
やむを得ず閉鎖となっても解体もできない。

（国立社会保障・人口問題研究所推計値）
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2014. ４　公共施設適正配置計画検討委員会設置
2014. ７　「出水市公共施設白書」策定
2014. ８　公共施設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事業の取り組み広報紙掲載
2014. ８　公共施設に関する市民意識調査
2014.10　公共施設利用者実態調査
2014.11　公共施設マネジメント住民説明会
2015. ８　公共施設適正配置計画パブリックコメント
2015. ９　「出水市公共施設適正配置計画」策定
2016. ３　「出水市公共施設等保全計画」策定
2017. ７　公共施設ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ設置

※公共施設マネジメントの取り組みや各種計画は、市
　ＨＰでも公開しています。

 本庁企画政策課（☎ 63 － 4037）

本市の公共施設マネジメントの経緯

○市内定住住宅取得補助金
○市内定住住宅リフォーム補助金
○市外通勤に関する支援事業
○子育て世帯定住促進家賃補助金
○いきいき自治会定住支援事業
○奨学金制度の拡充（返還者への援助等）　他

★定住者を増やす！

○職員数の見直し（合併時 1,093 人⇒ 886 人）
　※病院・消防を含む（2017.4.1 現在）
○ブランド米産地確立支援事業
○地場産業競争力支援事業　　他

★コストを削減する ・収入を増やす！

〇再編により未利用地となった保育園跡地を活用
　し、民間障害者福祉施設を誘致
〇民間の温水プールを学校プールとして活用し、コ
　ストを縮減、年間を通じたプロの指導を可能に。
〇修繕・建て替えに高額な費用がかかる文化セン
　ターを廃止し、近隣の共同センター等の余剰ス
　ペースに機能移転　等

★先進事例 （他自治体の取り組み事例）

○転用　
　利用度の低い施設を、ニーズにあっ
　た利用に変更。
○賃貸借
　未利用部分の貸し付け、または民間
　施設を借用してサービスを提供
○使用料の見直し、利用者の増加　

　総量を圧縮し、
サービスを集中。
　維持管理コスト削減。

統　合
同一用途の施設を１カ所の施設に統合

　総量の圧縮、維持管
理コスト削減につなが
る。

規模縮小
一部取り壊しや減築を行う

　総量の圧縮、利便性向上、
サービスの向上。
　維持管理コスト削減。

複合化
異なる機能を一施設に集約する。

　民間のノウハウを生か
したサービス提供。地域
の実情に応じた利活用。
　総量圧縮、コスト削減。

民営化
施設を民間に移譲し、民間サービスへ切り替え

次世代を担う子どもたちに大きな負担をかけないようにするには、さまざまな工夫や市民の皆さ
んの協力が不可欠です。これまでの本市の取り組みを紹介します。

その他の手法

民間業者・地域等

所有権移転

出水市

適正化
の手法

将
来
へ
の
負
担
を
減
ら
し
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

で
き
る
こ
と

【モデル事業】
　高尾野新支所庁舎
　野田新支所庁舎
　（老人福祉・健康増進センター機能）他

図書館 公民館
老人福祉センター

高尾野新支所庁舎
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　本市の全ての小学校、中学校、義務教育学校で
コミュニティ・スクールを導入！

～地域と学校が一体となった次世代の学校づくりを目指して～

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
っ
て

な
に
？

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と

は
、
学
校
と
保
護
者
・
地
域
の
皆

さ
ん
が
協
働
し
な
が
ら
、
と
も
に

知
恵
を
出
し
合
い
、
学
校
運
営
協

議
会
に
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と

で
、
ふ
る
さ
と
出
水
を
愛
し
、
今

後
の
地
域
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

豊
か
な
成
長
を
支
え
「
地
域
と
と

も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
進
め

て
い
く
仕
組
み
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
で
ど

ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に

は
、
保
護
者
や
地
域
住
民
な
ど
か

ら
構
成
さ
れ
る
学
校
運
営
協
議
会

が
設
置
さ
れ
、
教
育
活
動
な
ど
に

つ
い
て
意
見
を
出
し
て
も
ら
っ
た

り
、
出
さ
れ
た
意
見
を
基
に
学
校

を
支
援
し
た
り
す
る
な
ど
の
取
り

組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

具
体
的
に
は
ど
ん
な
活
動
を
し
て

い
る
の
？

　

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
や
授
業

の
支
援
、
地
域
芸
能
の
伝
承
活
動

の
支
援
、
通
学
路
の
安
全
へ
の
取

り
組
み
、
あ
い
さ
つ
運
動
な
ど
、

地
域
の
方
々
の
力
で
よ
り
子
ど
も

の
教
育
を
充
実
さ
せ
た
り
、
登
下

校
の
安
全
を
確
保
し
た
り
す
る
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
川
や
海
で
の
体

験
活
動
支
援
、
も
ち
つ
き
体

験
支
援
、炭
焼
き
体
験
支
援
、

学
校
環
境
整
備
支
援
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
を
い
た
だ
く
こ

と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
地
域

に
対
す
る
感
謝
の
心
も
育
ん

で
い
き
ま
す
。

 

本
庁
学
校
教
育
課

　
（
☎
�
４
０
７
９
）

ホタル鑑賞会（東出水小）

生活科の授業支援（米ノ津小）

安
全
の
ぼ
り
旗
の
設
置（
下
水
流
小
）山田樂の指導支援（江内小・中） 紙漉体験学習（大川内中）

災害を想定した体験学習（米ノ津中）

東
光
山
公
園

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
♪

　

わ
ん
ぱ
く
広
場
の
遊
具
が
新
し
く
な
り

ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
都
市
計
画
課
（
☎
�
４
０
６
３
）
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第３３回

７月２９日夏祭り演芸会場・花火打ち上げ場所

７/２８

７/２９
★ダンスコンテスト １２：００～

会場：出水市文化会館
【受付時間】１６：００～１８：００

【受付場所】会場本部 一口１０，０００円

２０１８年 第３６回

鶴翔祭
■出陣式・パレード １７：３０～

■みこし担ぎ競争 １８：１０～

■総踊り大会 １８：３０～

事務局 夏祭りいずみ鶴翔祭実行委員会 お問い合わせ先 62-1337

ゲスト写真

ＰＲ文

おれんじ鉄道ＱＲコー

ド

駐車場案内
ＱＲコード

車両進入禁止

18：00～22：00

■フリーマーケット １５：３０～

■演芸大会 １５：３０～

■花火大会 ６，０００発

２０：００～

７/２９(日) 総合司会

ＤＪポッキー

スペシャルゲスト

★ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ
三浦大知が最も信頼を寄せるダンサー・SHOTA
2004年にPOPダンスチーム・AFROISMとして活動開始。
様々なダンスコンテストに出場し多数入賞。その後、
様々なアーティストの振付、ライブ演出、サポートダン

サーをこなす。

SHOTA（@afroshota）

駐車場案内ＱＲコード

おれんじ鉄道ＱＲコード
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入
院
時
の
食
事
代
が
減
額

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
が
入
院
中
の
食
事
代
の
減

額
を
受
け
る
た
め
に
は
、
入
院
し
た
と
き
に
「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
医
療
機
関
に
提

示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、
本
庁

（
⑥
番
窓
口
）、
高
尾
野
支
所
（
③
番
窓
口
）
ま
た
は
野

田
支
所
（
①
番
窓
口
）
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

本
年
７
月
以
前
か
ら
入
院
し
て
い
て
減
額
認
定
証

（
昨
年
度
分
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
８
月
以

降
も
引
き
続
き
入
院
さ
れ
る
方
は
、
８
月
中
に
本
年
度

分
の
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
で
昨
年
度
分

の
減
額
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
お
り
、
本
年
度
も
交

付
対
象
と
な
る
方
に
は
、
被
保
険
者
証
の
更
新
と
併
せ

て
交
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
手
続
き
は
不
要
で
す
。

※
減
額
認
定
証
の
提
示
が
遅
れ
る
と
、
食
事
代
の
減
額

　

が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
住
民
税
課
税
世
帯
に
な
っ
た
場
合
は
、
８
月
以
降
の

　

減
額
認
定
証
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
時
期　
８
月
１
日
以
降
（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
月
の
途
中
で
申
請
す
る
場
合
は
、
申
請
し
た
月
の
初

　

日
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

減
額
の
対
象
者

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
、
同
一
世
帯
の
世
帯
主

　

お
よ
び
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
住
民
税
非
課
税

　

の
方

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
で
、
世
帯
全
員
が
住
民

　

税
非
課
税
の
方

申
請
に
必
要
な
も
の　
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」

　

ま
た
は「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
と
印
鑑（
※
）」、

　

申
請
者
と
世
帯
主
の
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
ま
た

　

は
「
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
」、
届
け
出
人
の
身

　

分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
更
新
の
方
は
、
現
在
お
持
ち
の
「
限
度
額
適
用
・

　

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
１
年
以
内
に
91
日
以
上
入
院
し
て
い
る
方

　

は
そ
れ
を
証
明
す
る
も
の
（
領
収
書
ま
た
は
入
院

　

期
間
証
明
書
等
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
後
期
高
齢
者
の
方
は
、
広
域
連
合
へ
の
申
請
書
等

　

に
押
印
が
必
要
で
す
の
で
、
入
院
中
ま
た
は
入
院

　

予
定
の
被
保
険
者
本
人
の
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ

　

い
。

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
交
付
を
受
け
た
方
も
更

新
手
続
き
が
必
要
で
す

　

住
民
税
課
税
世
帯
の
方
が
診
療
を
受
け
る
と
き
、

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る

と
、
窓
口
で
の
支
払
い
が
所
得
区
分
に
応
じ
た
自
己

負
担
限
度
額
に
な
り
ま
す
。
現
在
「
限
度
額
適
用
認

定
証
」
を
お
持
ち
の
方
で
、
８
月
以
降
も
必
要
な
方

は
８
月
中
に
更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
お

よ
び
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
は
外
来
診
療
に
も
適

用
さ
れ
ま
す
。
１
つ
の
医
療
機
関
等
で
限
度
額
を
超

え
る
よ
う
な
（
高
額
な
）
診
療
を
受
け
る
際
は
、
本

庁
ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
対
象
者
は
、
下
記
の
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
前
年
所
得
の
増
減
に
よ
り
、
自
己
負
担
限
度
額
が

　

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
過
年
度
分
の
国
保
税
に
未
納
が
あ
る
世
帯
は
、
交

　

付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
制
定
改
正
に
よ
り
８
月
以
降
、
現
役
並
み
所
得
者

　
Ｉ
、
Ⅱ
も
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
対
象
と
な

　
り
ま
す
。

○：手続きが必要
－：手続きが不要

70 歳以上の方 70 歳未満の方

課税世帯 非課税世帯 課税世帯 非課税世帯

限度額適用・標準負担額
減額認定証 － ○ － ○

限度額適用認定証 〇
（現役並み所得者Ｉ、Ⅱのみ） － ○ －

高
尾
野
夏
祭
り

　

今
年
も
、
高
尾
野
駅
前
通
り
で
高
尾
野

夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
み
こ
し
や
参
加
者
総
出
に
よ
る

踊
り
連
、
子
ど
も
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
や
の

ど
自
慢
、
迫
力
満
点
の
太
鼓
の
シ
ョ
ー
も

あ
り
ま
す
。
最
後
は
、
夏
の
夜
空
を
彩
る

花
火
大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ご
家
族
・
ご
友
人
を
お
誘
い
の
上
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

８
月
４
日
（
土
）

 

高
尾
野
駅
前
通
り
（
ふ
れ
あ
い
公
園
）

〇
午
後
３
時

　

子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト

〇
午
後
６
時　

子
ど
も
み
こ
し
、
踊
り
パ

　

レ
ー
ド
、
の
ど
自
慢
ほ
か

〇
午
後
９
時
10
分
～　

花
火
大
会

※
午
後
５
時
か
ら
会
場
周
辺
は
、
交
通
規

　

制
が
行
わ
れ
ま
す
。

 

鶴
の
町
商
工
会
高
尾
野
本
所

　
（
☎
�
１
０
６
５
）

国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医

療
被
保
険
者
の
皆
さ
ま
へ
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※過去 12 カ月以内に、３回上限額に達した場合は、４回目から「多数回」該当となり、上限額が下がります。
・  本庁市民生活課（☎ 63 － 4041）

　　　 高尾野支所総合市民課市民福祉グループ（☎ 82 － 5416）
　　　 野田支所総合市民課市民福祉グループ（☎ 84 － 4813）

2018 年８月から、70 歳以上の方の高額療養費の上限額（月額）が変わります。
　高額療養費制度では、ひと月に支払った医療費が高額になり、決められた上限額を超えた場合に、上限額を超
えてお支払いいただいた分を払い戻します。その上限額が 2018 年８月から変わります。上限額は、個人または
世帯の所得に応じて決まっています。

2018 年７月まで

所得区分 外来＋入院（世帯単位） 多数回該当
（４回以降）外来（個人単位）

現役並み所得者 57,600 円 80,100 円＋（医療費（10 割）－ 267,000 円）× 0.01 44,400 円

一般 14,000 円
（年間 144,000 円） 57,600 円 44,400 円

低所得者（Ⅱ） 8,000 円 24,600 円

低所得者（Ｉ） 8,000 円 15,000 円

2018 年８月から

所得区分 外来＋入院（世帯単位） 多数回該当
（４回以降）外来（個人単位）

現
役
並
み
所
得
者

課税所得 690
万円以上（Ⅲ） 252,600 円＋（医療費（10 割）－ 842,000 円）× 0.01 140,100 円

課税所得 380
万円以上（Ⅱ） 167,400 円＋（医療費（10 割）－ 558,000 円）× 0.01 93,000 円

課税所得 145
万円以上（Ⅰ） 80,100 円＋（医療費（10 割）－ 267,000 円）× 0.01 44,400 円

一般 18,000 円
（年間 144,000 円） 57,600 円 44,400 円

低所得者（Ⅱ） 8,000 円 24,600 円

低所得者（Ｉ） 8,000 円 15,000 円

み
ん
な
で

プ
ー
ル
に
行
こ
う
！

○
海
洋
公
園
プ
ー
ル
（
出
水
市
境
町
）

 

７
月
20
日
（
金
）
～
８
月
31
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
同
４
時
30
分

※
初
日
は
、
午
後
１
時
か
ら

　

無
料
開
放

 

幼 

児 　
　
　
　
　

50
円

　

小
・
中
学
生　

１
０
０
円

　

高
校
・
一
般　

２
１
０
円

　

付
添
人　
　
　
　

無　

料

 

本
庁
産
業
振
興
総
務
課

　
（
☎
�
４
８
０
０
）

○
市
民
プ
ー
ル
（
出
水
市
文
化
町
）

　
（
幼
児
・
児
童
プ
ー
ル
）

 

７
月
21
日
（
土
）

　

～
９
月
２
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
同
５
時

（
２
時
間
）

　

小
学
生
未
満　
　
　

50
円

　

小
学
生　
　
　

１
０
０
円

　

付
添
人　
　
　
　

無　

料

 

市
民
プ
ー
ル
（
出
水
市
水
泳
協
会
）

　
（
☎
�
０
０
５
８
）

７
月
20
日
海
洋
公
園
プ
ー
ル
が
、

同
21
日
市
民
プ
ー
ル
（
幼
児
・
児

童
プ
ー
ル
）
が
オ
ー
プ
ン
！

7 6広報いずみ2018（平成30年）７月 広報いずみ2018（平成30年）７月



10
月
21
日
（
日
）
開
催

参
加
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
！

【
参
加
者
】

種　
目　
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
、
３
キ
ロ
㍍
、
10
キ
ロ
㍍

 

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
午
前
９
時
、
３
㌔
午
前
９
時
50
分
、
10
㌔
午
前
10
時
30
分

参
加
資
格　
小
学
４
年
生
以
上
の
健
康
な
方

※
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
は
高
校
生
以
下
、
10
㌔
は
中
学
生
以
下
の
方
は
参
加
で
き
ま

　

せ
ん
。

一
般
（
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
）　 

４
５
０
０
円

　

一
般
（
３
㌔
・
10
㌔
）　 

４
０
０
０
円

　

中
学
・
高
校
生　
　
　

 

２
５
０
０
円

　

小
学
生
　
　
　
　

 

２
０
０
０
円

 

参
加
申
込
書
（
昨
年
大
会
に
申
し
込
ま
れ
た
方
に
は
郵
送
し
ま
す
）
に
必

　

要
事
項
を
記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て
お
近
く
の
郵
便
局
ま
た
は
直
接
事

　

務
局
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
エ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ト
か
ら
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

応
募
期
限　
【
郵
便
振
替
・
窓
口
受
付
】
８
月
24
日
（
金
）
当
日
消
印
有
効

　
【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
】
９
月
３
日
（
月
）

特　
典　
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ま
た
、
抽
選
で
も
れ
な
く

　

豪
華
賞
品
等
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】
給
水
係
や
立
し
ょ
う
係
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

　
い
ま
す
。

応
募
資
格　
高
校
生
以
上

募
集
人
数　
２
５
０
人

応
募
期
限　
８
月
24
日
（
金
）

※
例
年
、
所
属
団
体
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
さ
れ
て
い
る
方
は
、
各
団
体
を

　

通
じ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

・
　

出
水
ツ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課
ス
ポ
ー
ツ
交
流
係
）

　
（
☎
�
４
７
７
７
）

～
世
界
一
の
ツ
ル
の
渡
来
地
を
駆
け
る
～

※交通規制のお知らせ
　選手の安全確保のため、大会当日の午前９時 30 分から同 11 時 30 分
までオレンジロードの小原～砂原交差点間は車両進入禁止となります。
　ご理解とご協力をお願いします。

リオデジャネイロオリンピック
男子マラソン カンボジア代表

猫　ひろし　氏

第 33 回サハラマラソン完走者
岩元　みさ　氏

★ゲストランナー★

第
３０
回
記
念
出
水
ツ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　

６
月
８
日
、
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
の
岩
元

氏
が
市
長
を
表
敬
訪
問
さ
れ
、
ツ
ル
マ
ラ

ソ
ン
へ
の
意
気
込
み
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
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い
か
だ
レ
ー
ス
大
会

い
か
だ
レ
ー
ス
大
会

第
４
回
出
水
い
か
だ
レ
ー
ス
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

 

８
月
25
日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

 

米
ノ
津
川
（
上
知
識
橋
周
辺
）

部
門　
手
作
り
い
か
だ
部
門
（
男
女
混
合
の
部
、メ
ン
ズ
の
部
、レ
デ
ィ
ー

　

ス
の
部
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
）　

一
般
参
加
部
門
（
一
般
参
加
の
部
）

※
一
般
参
加
の
部
は
、
い
か
だ
を
貸
し
出
し
て
レ
ー
ス
を
行
い
ま
す
。

参
加
資
格　
小
学
３
年
生
以
上
の
男
女

※
乗
船
者
は
４
人
以
内

※
小
中
学
生
が
参
加
す
る
場
合
は
、
保
護
者
同
伴
に
限
り
ま
す
。

 

手
作
り
い
か
だ
部
門
１
チ
ー
ム
２
千
円
（
保
険
料
含
む
）

　

一
般
参
加
部
門
１
チ
ー
ム
４
千
円（
保
険
料
お
よ
び
レ
ン
タ
ル
料
含
む
）

そ
の
他　
荒
天
時
は
中
止
し
ま
す
。

 

公
共
施
設
等
に
設
置
し
て
あ
る
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

　

上
、
大
会
事
務
局
へ
直
接
提
出
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

募
集
期
限　
７
月
27
日
（
金
）

※
詳
し
く
は
、
出
水
市
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
出
水
ナ
ビ
」
を
ご
覧
に
な

　

る
か
大
会
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
　

出
水
い
か
だ
レ
ー
ス
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課
ス
ポ
ー
ツ
交
流
係
）

　
（
☎
�
４
７
７
７　

Ｆ
Ａ
Ｘ
�
１
３
３
１
）

農業者の皆さまへ
ディズニー／ピクサー映画

「リメンバー・ミー」上映会
同時上映『アナと雪の女王～家族の思い出』

　７月 16 日（月・祝）
　①午前 10 時 30 分～　②午後２時～

　市音楽ホール
　大人 1,200 円（当日券 1,400 円）

　高校生以下 600 円（当日券 800 円）
〇市中央公民館、金海堂出水店、ブックシ
　ティ一心堂（水俣）でチケット発売中！

　市中央公民館（☎ 63 － 2106）

２回上映

※ JR に損害が発生していれば、賠償請求する場合がございます。

指定管理者主催事業
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避
難
は
早
め
に

　

市
で
は
、
各
種
の
気
象
情
報
の

発
表
や
雨
量
情
報
に
よ
り
災
害
の

発
生
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
状

況
に
合
わ
せ
て
災
害
警
戒
本
部
や

災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
災
害

発
生
の
お
そ
れ
な
ど
が
あ
る
場
合
、

避
難
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

避
難
勧
告
等
の
呼
び
掛
け
が
あ

っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
避
難
し

ま
し
ょ
う
。
避
難
時
は
、
事
前
に

準
備
し
た
非
常
食
な
ど
の
非
常
持

出
し
品
や
貴
重
品
を
持
っ
て
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
す
る
と
き
は
、
電
気
・
ガ

ス
な
ど
の
火
元
や
家
の
戸
締
り
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
や
高
齢
者
、
体
の
不
自

由
な
方
な
ど
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご

家
庭
で
は
近
所
の
人
と
協
力
し
合

っ
て
、
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

 

本
庁
安
全
安
心
推
進
課

　
（
☎
�
０
２
０
３
）

地区名 避難所の名称 電話番号
指定緊急避難場所（災害種別） 指定

避難所浸水 土砂災害 地震 高潮 津波

出
　
水

大川内
上場小学校（68－2200） 専用68－2933 ○ ○ ○ ○ ○ ○
大川内農業者トレーニングセンター 68－2502 ○ ○ ○ ○ ○ ○

東出水

出水市役所 63－2111 ○ ○ ○ ○ ○ ○
東出水小学校 63－2160 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ＮＴＴ出水ビル 　―― ○ ○ ○ ○ ○ ○
出水保健センター※寝たきりの方のみ 63－2143 ○ ○ ○ ○ ○ ○

出水

青年の家(小原山体育館) 63－2135 ○ ○ ○ ○ ○ ○
出水小学校 63－2151 ○ ○ ○ ○ ○ ○
出水市民交流センター 62－7222 ○ ○ ○ ○ ○ ○
出水中学校 63－2166 ○ ○ ○ ○ ○ ○

西出水 西出水小学校 63－2155 ○ ○ ○ ○ ○ ○
高齢者ふれあいセンター 63－0017 ○ ○ ○ ○ ○ ○

米ノ津東
切通小学校 67－3311 ○ ○ ○ ○ ○ ○
米ノ津農村環境改善センター 67－3879 ○ － ○ － － －
米ノ津東小学校 67－1006 ○ ○ ○ ○ ○ ○

米ノ津
米ノ津中学校 67－1055 ○ ○ ○ ○ ○ ○
米ノ津小学校 67－1119 ○ ○ ○ ○ ○ ○
福之江保育園 67－2166 ○ ○ ○ ○ ○ ○

荘 鶴荘学園 82－0633 ○ ○ ○ ○ ○ ○

高
尾
野

西部 高尾野小学校 82－0029 ○ ○ ○ ○ ○ ○
中部 高尾野中学校 82－0019 ○ ○ ○ ○ ○ ○

東部
高尾野老人福祉センター 82－4850 ○ ○ － ○ ○ ○
高尾野農業者健康管理センター
※寝たきりの方のみ 82－1846 ○ ○ ○ ○ ○ ○

北部 下水流小学校 82－0039 ○ ○ ○ ○ ○ ○
下水流農業者トレーニングセンター 82－0210 ○ ○ － ○ ○ ○

江内
江内小学校 83－3004 ○ ○ ○ ○ ○ ○
江内カントリーコア 83－3111 ○ ○ － ○ ○ ○
野口自治公民館 　―― － － ○ － － －

野　

田

岩淵 岩淵公民館 　―― ○ － － ○ ○ －
屋地、旭 屋地自治公民館 　―― ○ ○ － ○ ○ ○

餅井 餅井自治公民館 　―― ○ ○ － ○ ○ ○
青木 青木原自治公民館 　―― ○ ○ ○ ○ ○ ○

野田
中央

野田農村環境改善センター 84－3316 ○ ○ ○ ○ ○ ○
野田保健センター※寝たきりの方のみ 84－3003 ○ ○ ○ ○ ○ ○
野田小学校 84－2008 ○ ○ ○ ○ ○ ○
野田中学校 84－2011 ○ － ○ ○ ○ －
野田女子高等学校 84－2074 ○ ○ ○ ○ ○ ○

野田体育館 84－3316 ○ － ○ ○ ○ －

野田武道館 　―― ○ － ○ ○ ○ －

市内避難所一覧

※電話番号欄に記載のない避難所については、本庁安全安心推進課（☎ 62 － 0203）へご連絡ください。
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それ本当にごみですか

はじめよう！ごみのダイエット♪

いつも捨てに行くごみ袋の中身を確認したことはありますか？
ごみ袋の中にはまだまだリサイクルできるものがたくさんあります。
市では、紙（　　）やその他プラ（　　）等は分別収集し、リサイクルしています。
分別をしっかりしてごみの減量およびリサイクルにご協力をお願いします。

※ごみ減量に関するアイデアをお持ちの方は、ご連絡ください。
問い合わせ先　本庁生活環境課（☎ 63 － 4042）

可燃ごみの中身をもう一度確認してみましょう

段ボール類や新聞、その他プラ等リサイクル可能なも
のが可燃ごみにはまだまだ多く混入しています。

リサイクル可能なものはリサイクルに出せば、
ごみ出しの回数も減り、ごみ袋も軽くなります

　

認
知
症
高
齢
者
が
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い

る
中
、「
た
と
え
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
」
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
職
や

サ
ー
ビ
ス
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
効
果

的
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、『
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
』

を
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
ま
し
た
。

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
と
は
？

　

認
知
症
ま
た
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
方
お
よ
び
そ

の
家
族
を
訪
問
し
、
本
人
・
家
族
の
困
り
ご
と
に

応
じ
て
、医
療
・
介
護
の
専
門
職
が
認
知
症
サ
ポ
ー

ト
医
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
な
が

ら
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

対
象
に
な
る
方　
40
歳
以
上
で
、
在
宅
で
生
活
し

　

て
い
て
、認
知
症
の
症
状
な
ど
で
お
困
り
の
方
。

例
え
ば
・
・
・
・

・
認
知
症
の
疑
い
が
あ
る
が
、
ど
こ
に
相
談
し
た

　

ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。

・
医
療
や
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
が
、

　

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。

・
認
知
症
の
症
状
が
ひ
ど
く
て
介
護
や
対
応
に
困

　

っ
て
い
る
。

・
認
知
症
治
療
の
た
め
に
病
院
に
か
か
り
た
い

　

が
、
う
ま
く
受
診
に
つ
な
が
ら
な
い
。

　

次
回
は
、
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
本
庁
い
き
い

　

き
長
寿
課
内
）（
☎
�
４
０
５
３
）

認
知
症
の
困
り
ご
と
に
・
・
・

　
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

●認知症初期集中支援チーム 

複数の専門職による個別の訪問支援 

（受診勧奨や本人・家族へのサポート等） 

 
 

認知症サポート医 
である専門医（嘱託） 

 

 

紹介 

診断・指導 

●専門医療機関（認知症疾患医療センター等） 

 

 

 
専門医 

 
○ 専門的な鑑別診断 

○ 定期的なアセスメント 
 

訪問担当者 診療・相談 ○ 行動・心理症状外来対応 

○ 地域連携 
 

 

相談 

医療系＋介護系職員（保健師、看護師、介護 

診断・指導 

紹介 
福祉士、社会福祉士、精神保健福祉士等） 

 
連携 

●認知症地域支援推進員 

訪問（観察・評価）  

 

 
 

近隣地域 

●かかりつけ医・歯科医 

日常診療・相談 

保健師・看護師等 

 

地域の実態に応じた認知症施策の推進 

（医療・介護・地域資源と専門相談等） 

 

情報提供・相談 
 

指導・助言

地域包括支援センターに設置 

家
族 

本
人 

相
談 

情
報
提
供 

指
導 

助
言 

相
談 

情
報
提
供 

指
導 

助
言 
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持
っ
て
く
る
も
の

　

移
植
ご
て
、
山
ぐ
わ
、
軍
手
、

　

長
靴
、
帽
子
な
ど

※
雨
天
時
は
雨
具

そ
の
他　
小
雨
決
行
で
、
作
業
は

　

２
時
間
程
度
で
す
。

 

本
庁
農
政
課

　
（
☎
�
４
１
２
３
）

　

２
ｄ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン
プ

　

１
人
当
た
り
３
０
０
円

※
ど
ち
ら
も
４
歳
以
上

内
容

１
ｄ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン
プ

○
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム　

午
前
10
時

　

～
同
11
時

　

木
か
げ
で
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム

○
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ　

午

　

前
11
時
～
午
後
２
時

　

飯
ご
う
炊
飯
と
カ
レ
ー
を
作
ろ

　

う
！

２
ｄ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン
プ

１
日
目

○
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム　

午
後
３
時

　

～
同
３
時
30
分

○
テ
ン
ト
設
営　

午
後
３
時
30
分

　

～
同
４
時
30
分

○
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
（
流

　

し
そ
う
め
ん
と
ホ
イ
ル
焼
き
）

　

午
後
４
時
30
分
～
同
７
時

○
星
空
観
望　

午
後
９
時
～
同
10

　

時
２
日
目

○
朝
の
つ
ど
い
（
ラ
ジ
オ
体
操
）

　

午
前
７
時
～
同
７
時
15
分

○
朝
食
（
ご
飯
と
み
そ
汁
）

　

午
前
７
時
30
分
～
同
９
時

○
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

　

午
前
９
時
～
同
11
時

○
テ
ン
ト
撤
収

　

午
前
11
時
～
正
午

対
象
者　
幼
児
ま
た
は
児
童
・
生

　

徒
が
い
る
家
族

　

http://w
w

w
.hokusatukoui

　

ki.jp
 

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ

　

ア
北
薩

　
（
☎
�
４
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ
�

　

３
８
２
２
）

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ

ア
北
薩
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
施

設
の
仕
組
み
な
ど
を
展
示
し
、
実

際
の
運
転
状
況
が
見
学
で
き
る
見

学
者
コ
ー
ナ
ー
を
常
設
し
て
い
ま

す
。

　

８
月
５
日
に
は
、
粗
大
ご
み
か

ら
修
理
再
生
さ
れ
た
自
転
車
や
家

具
な
ど
が
当
た
る
抽
選
会
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
に
搬
入
さ
れ
た
書
籍
・
衣
類

な
ど
を
、
数
量
限
定
で
無
料
配
布

し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

 

（
展
示
期
間
）
７
月
23
日
（
月
）

　

～
８
月
２
日
（
木
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30

　

分
（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）

 

（
抽
選
会
）

　

８
月
５
日
（
日
）

　

午
前
９
時　

無
料
配
布

　

午
前
10
時　

抽
選
会

 

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ

　

リ
ア
北
薩
（
野
田
町
上
名
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

第
10
回
エ
コ
リ
ア
北
薩

リ
サ
イ
ク
ル
祭
り

定
員

　

１
ｄ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン
プ　
15
組

　

２
ｄ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン
プ　
７
組

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

と
し
ま
す
。

持
っ
て
く
る
も
の

○
共
通

　

軍
手
（
す
べ
り
止
め
が
付
い
て

　

い
な
い
も
の
）、
野
外
炊
飯
が

　

で
き
る
服
装
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、

　

雨
具
、
飲
み
物
（
ア
ル
コ
ー
ル

　

類
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）、
虫

　

よ
け
ス
プ
レ
ー
な
ど

○
１
ｄ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン
プ
参
加
者

　

米
（
１
人
当
た
り
１
合
）

○
２
ｄ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン
プ
参
加
者

　

米（
１
人
当
た
り
２
合
）、洗
面
・

　

風
呂
用
具
、
懐
中
電
灯
、
双
眼

　

鏡
（
持
参
で
き
る
方
）

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
ま
た
は
電
子

　

メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

募
集
期
限　
７
月
４
日
（
水
）

　

午
後
５
時

・

 

市
青
年
の
家

　
（
☎
�
２
１
３
５
）

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
９
４
１
７
）

　

Ｅ
メ
ー
ル　

seinen_c@
city.

　

izum
i.kagoshim

a.jp

　

上
場
高
原
コ
ス
モ
ス
園
で
は
、

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と

毎
年
コ
ス
モ
ス
の
苗
の
植
え
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
で
植
え
た
コ
ス
モ
ス
が
、

秋
に
は
満
開
に
な
り
ま
す
。
こ
の

機
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

７
月
22
日
（
日
）

　

午
前
９
時

※
本
年
は
海
の
日
（
16
日
）
の
開

　

催
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

上
場
高
原
コ
ス
モ
ス
園

一
緒
に
コ
ス
モ
ス
を

植
え
ま
せ
ん
か

　

自
然
豊
か
な
青
年
の
家
で
、
家

族
の
触
れ
合
い
を
感
じ
て
み
ま
せ

ん
か
。

 

１
ｄ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン
プ

　

７
月
15
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

　

２
ｄ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン
プ

　
８
月
18
日
（
土
）
午
後
３
時
～

　

翌
日
19
日
（
日
）
正
午

 

市
青
年
の
家

 

１
ｄ
ａ
ｙ
キ
ャ
ン
プ

　

１
人
当
た
り
２
０
０
円

夏
の
自
然
ま
つ
り

フ
ァ
ミ
リ
ー
キ
ャ
ン
プ
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世
界
の
昆
虫
と
鹿
児
島
の
昆
虫

の
標
本
を
展
示
し
ま
す
。

 

７
月
７
日
（
土
）
～
９
月
２

　

日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

 
ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　

企
画
展
示
室

 

無
料

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　
（
☎
�
８
９
１
５
）

　

小
・
中
・
高
等
学
校
の
先
生
方

に
よ
る
、
楽
し
い
科
学
実
験
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

８
月
８
日
（
水
） 

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
受
付
開
始
は
午
前
９
時
15
分

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

 

１
０
０
円

対
象
者　
幼
児
か
ら
一
般
の
方

※
小
学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
同

　

伴
に
限
り
ま
す
。

 

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

当
日
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　
（
☎
�
８
９
１
５
）

　

５
週
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
も
ら
お
う
！

 

７
月
23
日
（
月
）
～
８
月
26

　

日
（
日
）

※
開
館
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
い
つ

　

で
も
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

　

き
ま
す
。

 

出
水
歴
史
民
俗
資
料
館

※
毎
週
問
題
が
変
わ
り
ま
す
。

※
５
週
連
続
全
問
正
解
者
に
は
景

　

品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

 

出
水
歴
史
民
俗
資
料
館

　
（
☎
�
０
２
５
６
）

　

石
を
み
が
い
て
、
自
分
だ
け
の

ネ
ッ
ク
レ
ス
を
作
ろ
う
！

 

７
月
29
日
（
日
）

　

午
後
２
時
～
同
４
時

 

市
中
央
図
書
館　

研
修
室

 

３
０
０
円

定
員　
30
人

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

　

伴
に
限
り
ま
す
。

 

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

・

 

出
水
歴
史
民
俗
資
料
館

　
（
☎
�
０
２
５
６
）、
市
中
央
図

　

書
館
（
☎
�
２
１
０
５
）

　

市
中
央
図
書
館
で
は
、
夜
の
お

は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

夏
の
夜
の
ひ
と
と
き
を
、
夜
の

お
は
な
し
会
で
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。

 

７
月
14
日
（
土
）

　

午
後
６
時
30
分
～

 

市
中
央
図
書
館

内
容　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
本

　

の
貸
し
出
し
な
ど

対
象
者　
ど
な
た
で
も

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
に

　

限
り
ま
す
。

 

市
中
央
図
書
館

　
（
☎
�
２
１
０
５
）

　

夏
休
み
期
間
中
に
、
図
書
館
の

仕
事
の
お
手
伝
い
や
館
内
の
探
検

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

 

７
月
24
日
（
火
）
～
同
27
日

　
（
金
）
ま
た
は
７
月
31
日
（
火
）

　

～
８
月
３
日
（
金
）
の
う
ち
一

　

日

　

午
後
１
時
～
同
４
時

 

市
中
央
図
書
館

 

無
料

対
象
者　
小
学
５
年
生
～
中
学
３

　

年
生

内
容　
図
書
の
貸
出
・
返
却
、
書

　

架
の
整
理
、
館
内
・
移
動
図
書

　

館
車
の
見
学
な
ど

定
員　
16
人
（
１
日
に
２
人
）

 

７
月
１
日
（
日
）
～
同
15
日

　
（
日
）
に
、
電
話
で
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

・

 

市
中
央
図
書
館

　
（
☎
�
２
１
０
５
）

　

高
尾
野
図
書
館

　
（
☎
�
５
４
５
２
）

　

野
田
図
書
館

　
（
☎
�
３
１
０
０
）

　

長
い
夏
休
み
の
健
康
づ
く
り
、

生
活
リ
ズ
ム
づ
く
り
に
向
け
て
、

夏
休
み
の
初
日
に
市
内
の
全
子
ど

も
会
を
中
心
に
一
斉
ラ
ジ
オ
体
操

会
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
緒
に
体

操
を
し
ま
せ
ん
か
。

 

７
月
21
日
（
土
）

　

午
前
6
時
30
分
ス
タ
ー
ト

※
10
分
前
に
は
お
越
し
く
だ
さ

　

い
。

※
事
前
申
し
込
み
不
要

 

各
校
区
の
小
学
校
校
庭
な
ど

※
会
場
の
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ

　

り
ま
す
の
で
、
お
近
く
の
方
は

　

な
る
べ
く
徒
歩
で
ご
参
加
く
だ

　

さ
い
。

主
催　
市
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協

　

議
会
、
市
ふ
る
さ
と
育
成
塾

※
雨
天
時
は
中
止
し
ま
す
。

※
中
止
の
場
合
は
、
防
災
無
線
で

　

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

※
本
事
業
で
は
、
傷
害
保
険
に
は

　

加
入
し
て
い
ま
せ
ん
。

 

本
庁
企
画
政
策
課

　
（
☎
�
４
０
３
６
）

夏
休
み
歴
民
館
ク
イ
ズ

夏
休
み
子
ど
も
講
座

「
勾
玉
（
ま
が
た
ま
）
を

つ
く
ろ
う
！
」

企
画
展
「
虫
の
標
本
展
」

～
鹿
児
島
県
立
博
物
館

か
ら
昆
虫
が
や
っ
て
く

る
～

お
も
し
ろ
実
験
教
室

夜
の
お
は
な
し
会

ミ
ス
テ
リ
ー

夏
休
み
図
書
館
探
検

第
二
回
出
水
っ
子
一
斉

ラ
ジ
オ
体
操
会

／
図
書
館
を
探
検
し
よ
う
♪
＼
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自
衛
隊
の
特
色
や
自
衛
官
の
魅

力
等
紹
介
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

 

７
月
８
日
（
日
）

①
午
前
９
時
～
同
10
時

②
午
前
10
時
10
分
～
同
11
時
10
分

 

市
中
央
公
民
館
学
習
室
３
・
４

 

無
料

対
象
者　
自
衛
隊
（
官
）
に
興
味

の
あ
る
方
、
ご
家
族
の
方
な
ど
、

ど
な
た
で
も
参
加
可
能
で
す
。

※
事
前
申
し
込
み
不
要

主
な
説
明
内
容

　

一
般
曹
候
補
生
、
自
衛
官
候
補

　

生
、
航
空
学
生
、
防
衛
大
学
校
、

　

防
衛
医
科
大
学
校
（
医
学
・
看

　

護
）、
そ
の
他

 

自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本

　

部
薩
摩
川
内
出
張
所
（
☎
０
９

　

９
６

－

２
２

－

２
４
０
１
）

　

本
庁
安
全
安
心
推
進
課

　
（
☎
�
０
２
０
３
）

同
時
に
受
診
で
き
る
検
診

　

胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検
診

　

・
肺
が
ん
検
診
・
前
立
腺
が
ん

　

検
診
・
腹
部
超
音
波
検
診
・
肝

　

炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

 

特
定
健
診　

本
庁
市
民
生
活

　

課
（
☎
�
４
０
４
１
）

　

が
ん
検
診　

市
健
康
増
進
課

　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
（
☎
�
２
１
４
８
）

～
家
族
や
身
近
な
方
の
飲
酒
の
こ

と
で
悩
ん
で
い
る
方
へ
～

　

飲
酒
の
問
題
解
決
の
第
一
歩

は
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
や
依
存

症
に
つ
い
て
正
し
く
知
る
こ
と
で

す
。
同
じ
よ
う
な
悩
み
を
持
つ
方

や
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
か
ら
の
回

復
者
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
保
健

師
と
一
緒
に
学
び
、
語
り
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
？

 

毎
月
第
２
金
曜
日　

　

午
後
２
時
～
同
３
時
30
分

 

出
水
保
健
所
１
階　

相
談
室

 

無
料

内
容　
学
習
会
、
座
談
会
、
当
事

　

者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

 

事
前
に
電
話
で
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

 

出
水
保
健
所

　
（
☎
�
１
６
３
６
）

　

８
月
１
日
（
水
）
～
10
月
18
日

（
木
）、
各
健
診
会
場
で
特
定
健
診

お
よ
び
長
寿
健
診
の
集
団
健
診
を

行
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
危
険
性
が
な
い

か
、
１
年
に
１
度
は
健
診
を
受
診

さ
れ
、
自
分
の
健
康
状
態
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

対
象
者

特
定
健
診　
市
国
民
健
康
保
険
被

　

保
険
者
で
40
歳
～
74
歳
の
方

長
寿
健
診　
後
期
高
齢
者
医
療
被

　

保
険
者
で
健
診
申
込
者

※
対
象
者
に
は
、
受
診
票
等
を
随

　

時
お
届
け
し
ま
す
の
で
、
詳
し

　

い
日
程
等
は
送
付
さ
れ
る
案
内

　

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

※
長
寿
健
診
を
申
し
込
ん
で
い
な

　

い
方
で
、
受
診
希
望
の
方
は
、

　

市
民
生
活
課
ま
で
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

健
　
　
　
康

健
　
　
　
康

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

　

て
い
た
だ
く
方
で
す
。

・

 

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　

タ
ー
（
い
き
い
き
長
寿
課
内
）

　
（
☎
�
４
０
５
３
）

　

県
で
は
、
小
学
生
～
高
校
生
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
親
子
で
療

養
所
訪
問
を
希
望
さ
れ
る
方
々
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
治
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
今
も
な
お
多
く

の
方
々
が
療
養
所
で
の
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
入
所
者

の
方
々
と
の
交
流
は
、
長
い
間
の

誤
っ
た
隔
離
政
策
に
よ
る
人
権
侵

害
の
体
験
談
か
ら
、
偏
見
・
差
別

の
な
い
社
会
の
大
切
さ
や
生
き
方

を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
で
す
。

※
県
内
に
は
、
２
か
所
の
療
養
所

　

が
あ
り
ま
す
。

 

８
月
３
日
（
金
）

 

星
塚
敬
愛
園
（
鹿
屋
市
）

 

８
月
９
日
（
木
）

 

奄
美
和
光
園
（
奄
美
市
）

募
集
期
限　
７
月
13
日
（
金
）

 

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く

　

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・

 

県
庁
く
ら
し
保
健
福
祉

　

部
健
康
増
進
課
（
☎
０
９
９

－

　

２
８
６

－

２
７
２
０
）

自
衛
官
募
集
説
明
会

リックン（長男）

カイクン（次男）クウクン（三男）

◁
自
衛
隊
鹿
児
島
地
方
協
力
本
部

　

公
式
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

特
定
健
診・長
寿
健
診（
集

団
健
診
）
の
お
知
ら
せ

飲
酒
の
こ
と
で
悩
む
家

族
等
の
つ
ど
い

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣

れ
た
地
域
で
そ
の
人
ら
し
く
生
活

で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て

開
催
す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。

※
65
歳
以
上
の
方
は
、
高
齢
者
元

　

気
度
ア
ッ
プ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の

　

対
象
と
な
り
ま
す
。

 

７
月
21
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
同
３
時　

※
受
付
開
始
は
午
後
１
時

 

市
役
所
本
庁
１
階

　

多
目
的
ホ
ー
ル

 

無
料

内
容

①
認
知
症
と
は

②
認
知
症
の
診
断
・
治
療

③
認
知
症
の
予
防　

ほ
か

定
員　
70
人

申
込
期
限　
７
月
13
日
（
金
）

※
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は･･･

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認

　

知
症
の
人
や
家
族
を
温
か
く
見

　

守
る
応
援
者
に
な
っ
て
も
ら
い

　

自
分
の
で
き
る
範
囲
で
活
動
し

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
の
受
講
生
募
集

親
子
で
療
養
所
を
訪
ね

て
み
ま
せ
ん
か
。
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県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

で
は
、
離
職
者
の
再
就
職
支
援
と

し
て
介
護
福
祉
士
実
務
者
養
成
講

座
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

訓
練
期
間　
９
月
14
日
（
金
）
～

　

２
０
１
９
年
３
月
13
日
（
水
）

訓
練
場
所　
峰
山
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

　

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
薩
摩
川
内
市

　

高
江
町
）

 

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
お
よ
び
訓
練
生
総

　

合
保
険
料
は
自
己
負
担

訓
練
内
容

　

介
護
の
学
科
、
実
技
お
よ
び
施

　

設
実
習
等

応
募
資
格　

　

雇
用
保
険
受
給
者
（
優
先
）
お

　

よ
び
再
就
職
の
意
欲
が
高
く
公

　

共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
し

　

所
長
の
推
薦
が
受
け
ら
れ
る
方

定
員　
24
人

募
集
期
間　
７
月
９
日
（
月
）
～

　

８
月
20
日
（
月
）

選
考
試
験　
８
月
31
日
（
金
）

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

　
（
☎
�
０
６
８
５
）

 

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門

　

校
（
☎
０
９
９
６

－

５
３

－

０

　

２
０
７
）

○
補
助
対
象

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
直
接
必
要
な
設

　

備
の
整
備
に
要
す
る
経
費

※
建
築
物
、
消
耗
品
は
対
象
外

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業

○
助
成
額

　

総
事
業
費
の
５
分
の
３
以
内
の
額
。　

　

１
５
０
０
万
円
が
上
限
。

※
10
万
円
単
位
の
助
成

○
補
助
対
象

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
推
進
の
た
め
に
必

　

要
な
施
設
の
建
設
や
大
規
模
修
繕
に
要

　

す
る
経
費
と
そ
の
施
設
に
必
要
な
備
品

※
土
地
の
取
得
・
造
成
、
既
存
施
設
・
設

　

備
等
の
修
理
・
増
築
、
修
繕
、
撤
去
、

　

解
体
処
理
、
外
構
工
事
に
要
す
る
経
費

　

は
対
象
外
。

　

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
の
併

　

用
は
不
可

留
意
事
項

○
事
業
の
採
択
は
一
般
財
団
法
人
自
治
総

　

合
セ
ン
タ
ー
が
決
定
し
ま
す
。
申
請
す

　

れ
ば
必
ず
し
も
採
択
さ
れ
る
も
の
で
は

　

あ
り
ま
せ
ん
。

応
募
方
法

　

来
年
度
の
事
業
実
施
を
希
望
さ
れ
る
団

　

体
は
、
９
月
14
日
（
金
）
ま
で
に
必
要

　

書
類
を
ご
提
出
（
※
必
着
）
く
だ
さ
い
。

※
事
業
の
相
談
は
、随
時
受
け
付
け
ま
す
。

・
 

本
庁
総
務
課

　
（
☎
�
４
０
２
２
）

　

一
般
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ

ー
で
は
、
宝
く
じ

の
社
会
貢
献
広
報

事
業
と
し
て
、
自

治
会
な
ど
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

が
行
う
活
動
に
必

要
な
施
設
、
設
備

の
整
備
に
対
し
て
助
成
し
て
い
ま
す
。

助
成
事
業
の
要
件

○
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
の
効
果
が
発

　

揮
で
き
る
も
の

○
短
期
間
に
消
費
ま
た
は
破
損
す
る
よ
う

　

な
施
設
、
設
備
の
整
備
で
な
い
も
の

○
２
０
１
９
年
度
中
に
実
施
し
、
完
了
す

　

る
も
の

助
成
対
象
団
体

　

市
内
の
自
治
会
等
、
地
域
に
密
着
し
て

　

活
動
す
る
団
体
ま
た
は
そ
の
連
合
体

※
地
域
に
密
着
し
た
団
体
で
あ
っ
て
も
、

　

特
定
の
目
的
で
活
動
す
る
団
体
、
Ｐ
Ｔ

　

Ａ
、
体
育
協
会
、
宗
教
団
体
等
、
ま
た
、

　

そ
の
活
動
が
地
域
に
密
着
し
て
い
る
と

　

は
言
い
難
い
団
体
は
除
き
ま
す
。

助
成
事
業
の
種
類 

①
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

○
助
成
額

　

１
０
０
万
円
～
２
５
０
万
円

※
１
０
０
万
円
以
上
で
、
10
万
円
単
位
の

　

助
成

各地域文化祭の参加者を募集
　本年度も、 野田地域、 出水地域、 高尾野地域の各地域ごとに文化祭を開催します。

地域の区分 開催日
開　催　場　所

募集期間 ・
舞台発表 展示発表

野田地域
10月27日（土） 野田農村環境改

善センター
（28日のみ）

野田体育館
６月29日（金）
～８月９日（木） 本庁生涯学習課

（☎63－2200）
（ＦＡＸ63－2202）

10月28日（日）

出水地域
11月３日（土）

文化会館 総合体育館
11月４日（日）

高尾野地域
11月10日（土） 高尾野農村環境

改善センター
（11日のみ）

高尾野体育館 ６月29日（金）
～８月20日（月）11月11日（日）

※開催日ごとに募集期間が異なります。
※申込用紙は、生涯学習課および各支所総合市民課にあります。また、市ホームページからダウンロードする
　こともできます。

来
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
希
望
団
体
募
集

介
護
・
福
祉
科
訓
練
生

（
実
務
者
研
修
）
を
募
集
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市
で
は
、
自
主
的
・
主
体
的
に

地
域
課
題
の
解
決
お
よ
び
地
域
づ

く
り
活
動
に
取
り
組
む
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
団
体
に
対
し
、
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

補
助
対
象
団
体　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

協
議
会
、
自
治
会
、
む
ら
づ
く

　

り
委
員
会
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

活
動
を
行
う
団
体

補
助
対
象
事
業
の
種
類

Ａ
型
事
業

〇
内
容　

地
域
課
題
の
解
決
を
目

　

的
と
し
て
実
施
す
る
事
業

〇
補
助
率　

10
分
の
８
以
内

Ｂ
型
事
業

〇
内
容　

既
存
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

　

再
構
築
ま
た
は
基
盤
強
化
を
目

　

的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
お
よ

　

び
地
域
外
か
ら
人
を
呼
び
寄
せ

　

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
す

　

る
交
流
事
業

〇
補
助
率　

10
分
の
８
以
内
（
複

　

数
の
自
治
会
の
協
働
な
ど
）

　

10
分
の
５
以
内
（
そ
の
他
）

Ｃ
型
事
業

〇
内
容　

地
域
づ
く
り
に
寄
与
す

　

る
も
の
と
し
て
特
に
市
長
が
認

　

め
る
事
業

〇
補
助
率　

10
分
の
５
以
内

補
助
金
額　
１
団
体
当
た
り
20
万

　

円
を
限
度
（
１
事
業
年
度
）

留
意
事
項

○
事
業
実
施
の
際
は
、
計
画
を
示

　

す
と
と
も
に
、
成
果
指
標
と
数

　

値
目
標
を
設
定
し
、
目
的
意
識

　

を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
。

○
虚
偽
の
申
請
や
報
告
で
あ
る
こ

　

と
が
判
明
し
た
場
合
は
、
直
ち

　

に
交
付
決
定
を
取
り
消
し
、
補

　

助
金
を
交
付
し
な
い
。

応
募
方
法

　

申
請
お
よ
び
相
談
は
、
随
時
受

　

け
付
け
ま
す
。

 

本
庁
総
務
課

　
（
☎
�
４
０
２
２
）

　

生
活
の
中
で
疑
問
に
思
っ
た
こ

と
や
知
り
た
い
こ
と
を
図
書
館
の

資
料
を
使
っ
て
調
べ
て
、
コ
ン

ク
ー
ル
に
応
募
し
ま
せ
ん
か
？

　

ま
た
、
作
り
方
講
座
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

 

７
月
22
日
（
日
）、
８
月
５
日

　
（
日
）、
８
月
19
日
（
日
）

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午

 

市
中
央
図
書
館　

研
修
室

 

無
料

対
象
者　
小
学
５
年
生
以
上

※
小
学
４
年
生
以
下
は
要
相
談

　

ー
ギ
ニ
ア
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

　

ア
、
北
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半

　

島
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
ト
ラ
ッ

　

ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ

　

ン
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
ミ
ャ
ン

　

マ
ー
・
タ
イ
、
台
湾
・
バ
シ
ー

　

海
峡
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ

　

ー
ト
諸
島
、
中
国

※
実
施
地
域
ご
と
に
定
員
が
あ
り

　

ま
す
。

・

 

県
遺
族
連
合
会
（
☎
０

　

９
９

－

８
１
２

－

８
２
９
２
）

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
戦
没
者
遺

族
に
よ
る
慰
霊
巡
拝
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象　
戦
没
者
の
配
偶
者
（
再
婚

　

し
た
者
を
除
く
。）、
父
母
、
子
、

　

兄
弟
姉
妹
、
孫
、
甥
・
姪
、
参

　

加
遺
族
（
子
・
兄
弟
姉
妹
）
の

　

配
偶
者
で
原
則
80
歳
以
下
の
健  

　

康
な
方
で
、
戦
没
場
所
が
巡
拝

　

予
定
地
で
あ
る
方

※
過
去
５
年
以
内
に
厚
生
労
働
省

　

主
催
の
慰
霊
巡
拝
に
参
加
し
た

　

方
は
、原
則
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

実
施
地
域　
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
パ
ラ

　

オ
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
硫
黄

　

島
※
実
施
地
域
ご
と
に
定
員
が
あ
り

　

ま
す
。

 

硫
黄
島

　

約
２
万
円
～
３
万
円

　

そ
の
他
の
地
域

　

約
20
万
円
～
35
万
円

巡
拝
期
間　

　

硫
黄
島

　

２
日
間

　

そ
の
他
の
地
域

　

６
日
～
８
日
間

※
実
施
時
期
・
応
募
締
切
等
に
つ

　

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

・

 

本
庁
福
祉
課

　
（
☎
�
４
０
８
５
）

　

県
で
は
、
主
要
な
特
用
林
産
物

で
あ
る
、
た
け
の
こ
お
よ
び
原
木

し
い
た
け
の
生
産
振
興
を
促
進
す

る
た
め
、
養
成
講
座
を
そ
れ
ぞ
れ

開
催
し
、新
た
な
生
産
者
の
確
保
・

育
成
を
図
り
ま
す
。

申
込
期
限　
７
月
27
日
（
金
）

※
必
着

 

北
薩
地
域
振
興
局
農
林
水
産

　

部
林
務
水
産
課
出
水
市
駐
在

　
（
☎
�
５
９
１
５
）

 

県
庁
環
境
林
務
部
森
林
経
営

　

課
特
用
林
産
係
（
☎
０
９
９

－
　

２
８
６

－

３
３
６
４
）

定
員　
約
20
人

募
集
期
間　
７
月
１
日
（
日
）
～

　

同
21
日
（
土
）

・

 

市
中
央
図
書
館

　
（
☎
�
２
１
０
５
）

　

高
尾
野
図
書
館

　
（
☎
�
５
４
５
２
）

　

野
田
図
書
館

　
（
☎
�
３
１
０
０
）

　

日
本
遺
族
会
で
は
、「
戦
没
者

遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事

業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か

ら
補
助
を
受
け
た
取
り
組
み
で
あ

り
、
戦
没
者
の
遺
児
が
慰
霊
追
悼

を
行
う
と
と
も
に
、
現
地
の
方
々

と
の
友
好
親
善
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

参
加
資
格　
戦
没
者
の
遺
児

※
今
回
実
施
す
る
地
域
以
外
の
方

　

は
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

 

10
万
円

※
集
合
場
所
ま
で
の
旅
費
、
帰
国

　

時
の
宿
泊
費
な
ど
は
含
ま
れ
て

　

い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
諸
般
の
事

　

情
に
よ
り
値
上
げ
す
る
場
合
が

　

あ
り
ま
す
。

実
施
地
域

　

ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、
東
部
ニ
ュ

が
ん
ば
る
地
域
応
援
事

業

図
書
館
を
使
っ
た
調
べ

る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
の

参
加
者
を
募
集

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰

霊
友
好
親
善
事
業
の
参

加
者
を
募
集

戦
没
者
遺
族
に
よ
る
慰
霊

巡
拝
の
参
加
者
を
募
集

「
た
け
の
こ
生
産
者
養
成

講
座
」
お
よ
び
「
原
木

し
い
た
け
生
産
者
養
成

講
座
」
の
受
講
者
募
集
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宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、
家
具
製
作
や
建
築
大
工
の
技

能
を
体
験
で
き
る
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

 

７
月
31
日
（
火
）

　

午
前
９
時
～
午
後
０
時
30
分

 

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門

　

校

 

無
料

※
傷
害
保
険
料
は
自
己
負
担

対
象
者　
中
学
・
高
校
生
、
一
般

　

の
方
（
お
お
む
ね
30
歳
ま
で
）

募
集
期
限　
７
月
25
日
（
水
）

定
員　
先
着
30
人

そ
の
他　

作
業
の
で
き
る
服
装
、

　

上
履
き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、
自
分
で
作
っ
た
作
品
は

　

無
料
で
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け

　

ま
す
。

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送
で
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
県
内
の
各
中
学
校
・

　

高
校
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
同
校

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

※
中
学
・
高
校
生
は
担
当
の
先
生

　

を
通
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　

い
。

※
申
し
込
み
さ
れ
る
場
合
は
、
事

　

前
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

 

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門

　

校
（
☎
０
９
９
６

－

５
３

－

０

　

２
０
７
）（
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９
６

　

－

５
３

－

０
９
９
３
）

　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

で
は
、
木
工
・
建
築
大
工
の
技
術

技
能
の
習
得
を
目
的
と
し
た
推
薦

入
校
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
科
目

　

室
内
造
形
科
、
建
築
工
学
科

受
付
期
間　
９
月
３
日
（
月
）
～

　

同
28
日
（
金
）

応
募
資
格　
高
等
学
校
を
来
年
３

　

月
卒
業
見
込
み
の
者

選
考
日　
10
月
５
日
（
金
）

選
考
場
所

　

宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

選
考
方
法　
筆
記
試
験
（
適
正
試

　

験
）、
面
接

合
格
発
表　
10
月
15
日
（
月
）

※
出
願
書
類
等
詳
し
く
は
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門

　

校
（
☎
０
９
９
６

－

５
３

－

０

　

２
０
７
）

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　
「
未
来
に
つ
な
ぐ
相
続
登
記
」推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
構
成
員
：
鹿

児
島
地
方
法
務
局
、
鹿
児
島
県
司

法
書
士
会
、
鹿
児
島
県
土
地
家
屋

調
査
士
会
）で
は
、
遺
言
や
相
続

に
関
す
る
不
動
産
の
登
記
手
続

き
、
相
続
に
関
連
す
る
建
物
滅
失

登
記
や
土
地
分
筆
登
記
お
よ
び
法

定
相
続
情
報
証
明
に
関
す
る
無
料

の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

 

７
月
８
日（
日
）午
前
10
時
～

　

午
後
３
時

 

鹿
児
島
地
方
法
務
局
４
階
会

　

議
室（
鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
）

予
約
受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時（
平
日
）

定
員　
50
組

相
談
時
間　
30
分（
１
組
当
た
り
）

※
予
約
優
先

相
談
担
当　
司
法
書
士
、
土
地
家

　

屋
調
査
士
、
法
務
局
職
員

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
（
☎
０
９

　

９

－

２
５
９

－

０
６
８
２
）

　

７
月
１
日
～
同
31
日
、
厚
生
労

働
省
お
よ
び
日
本
赤
十
字
社
が
中

心
と
な
り
、
全
国
一
斉
に
「
愛
の

血
液
助
け
合
い
運
動
」
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
す
べ
て
の
血
液

製
剤
を
国
民
の
献
血
に
よ
っ
て
確

保
す
る
体
制
を
早
期
に
確
立
す
る

た
め
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

夏
の
暑
い
時
期
は
、
献
血
者
が

減
少
し
輸
血
用
血
液
が
不
足
し
が

ち
で
す
。
血
液
は
、
長
期
保
存
が

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
安
定
的
に

輸
血
用
血
液
を
確
保
す
る
た
め
、

献
血
者
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　

献
血
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

 

鹿
児
島
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

　

タ
ー
（
☎
０
９
９

－

２
５
７

－

　

３
１
４
１
）

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

宮
之
城
高
等
技
術
専
門

校
の
入
校
生
を
募
集

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

行
政
相
談
と
は

　

国
の
行
政
な
ど
へ
の
苦
情
や
意

見
、
要
望
を
行
政
相
談
委
員
な
ど

に
相
談
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
相

談
を
基
に
、
行
政
の
制
度
や
運
営

の
改
善
に
生
か
し
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
委
員
は
ど
ん
な
人
？

　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民

間
有
識
者
で
す
。
無
報
酬
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
国
等
の
行
政

活
動
全
般
に
関
す
る
苦
情
や
相
談

を
受
け
付
け
、
相
談
者
へ
の
助
言

や
関
係
機
関
に
対
す
る
改
善
の
申

し
入
れ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

７
月
12
日
（
木
）

※
毎
月
第
２
木
曜
日

　

午
前
10
時
～
正
午

 

市
社
会
福
祉
会
館

　

２
階
研
修
室

 

無
料

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

 

本
庁
総
務
課

　
（
☎
�
４
１
２
４
）

　

鹿
児
島
行
政
監
視
行
政
相
談
セ

　

ン
タ
ー
（
☎
０
９
９

－

２
２
４

　

－

３
２
４
７
）

定
例
行
政
相
談
所
開
設

九
州
一
斉
！

相
続
登
記
相
談
会

献
血
に
ご
協
力
を
！

／
献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！
＼
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生
・
環
境
課
（
☎
０
９
９
６

－
　

２
３

－

３
１
６
７
）

　

本
庁
下
水
道
課

　
（
☎
�
４
１
３
７
）

　

給
与
な
ど
の
支
払
い
の
際
に
徴

収
し
た
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別

所
得
税
（
源
泉
所
得
税
等
）
は
、

給
与
な
ど
を
支
払
っ
た
月
の
翌
月

10
日
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
納
付
す
べ
き
税
額
が

な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
翌
月
10

日
ま
で
に
納
付
書
（
給
与
所
得
・

退
職
所
得
の
所
得
税
徴
収
高
計
算

書
）
を
税
務
署
に
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

給
与
の
支
給
人
員
が
常
時
10
人

未
満
の
事
業
所
で
あ
れ
ば
、
一
定

の
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

源
泉
所
得
税
等
の
納
付
を
年
２
回

で
済
ま
す
こ
と
が
で
き
る
源
泉
所

得
税
等
の
「
納
期
の
特
例
」
制
度

を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

源
泉
所
得
税
等
の
納
期
の
特
例
制

度
の
納
付
期
限

○
７
月
10
日　

１
月
～
６
月
に
源

　

泉
徴
収
し
た
源
泉
所
得
税
等

○
翌
年
１
月
20
日　

７
月
～
12
月

　

に
源
泉
徴
収
し
た
源
泉
所
得
税

　

等
※
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄

　

り
の
税
務
署
に
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

　

予
定
納
税
と
は
、
前
年
分
の
確

定
申
告
に
基
づ
き
計
算
し
た
予
定

納
税
基
準
額
が
15
万
円
以
上
で
あ

る
場
合
に
、
そ
の
年
の
所
得
税
お

よ
び
復
興
特
別
所
得
税
（
源
泉
所

得
税
等
）
の
一
部
を
あ
ら
か
じ
め

納
め
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

本
年
分
の
源
泉
所
得
税
等
の
予

定
納
税
（
第
１
期
分
）
の
納
期
限

は
、
７
月
31
日
（
火
）
で
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
金
融
機
関
ま
た

は
所
轄
税
務
署
の
窓
口
で
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、｢

振
替
納
税｣

を
ご
利

用
の
方
は
、
納
期
限
前
日
ま
で
に

口
座
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

  

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
電
子
納
税
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

身近な道路や水路を、地域の皆さんで整備しませんか？
市では、住生活環境を向上させるために、地域住民が協働で行う道路や水路の整備に対して助成しています。

事業名 里道等整備補助金交付事業 里道等整備地域支援事業

助成内容
補助対象経費の 75％または 90％を交付 生コン、砂利、側溝製品等の建設資

材、機械借り上げ料（人件費を除く）
※限度額 30 万円

募集期限 ９月 28 日（金）（来年度実施予定事業の期限） 随　時

対象となる
道路・水路

道　路
○次の条件を満たす道路であること
　①幅員 1.5 ｍ以上（拡幅して 1.5 ｍになる場合を含む）
　②沿線に人家または事業所が２戸以上あること。
　③整備延長 30 ｍ以上

道　路
○幅員 1.2 ｍ以上（拡幅して 1.2 ｍ以

上になる場合を含む）

道　路（共通の要件）
○交通の用に供されている里道または私道であること※袋小路の私道は対象外
○関係者の総意で整備の要望がなされていること
○宅地開発で整備された私道については、整備後 20 年以上経過していること
水　路
○公有財産の水路およびこれと一体となった水路であること
本庁道路河川課（☎ 63 － 4067）

※交付基準により助成できない場合がありますので、詳しくは担当窓口にお問い合わせください。
　

浄
化
槽
法
定
検
査（
法
第
11
条
）

は
、
環
境
保
全
等
を
目
的
に
県
知

事
が
指
定
し
た
検
査
機
関
（
公

財
）
鹿
児
島
県
環
境
保
全
協
会
の

検
査
員
が
実
施
し
ま
す
。
現
場
検

査
と
浄
化
槽
の
放
流
水
を
採
取
し

持
ち
帰
っ
て
の
水
質
検
査
を
行
い

ま
す
。（
地
元
の
保
守
点
検
業
者

が
行
う
保
守
点
検
と
は
異
な
り
ま

す
）

　

毎
年
１
回
実
施
す
る
こ
の
検
査

は
、
以
前
は
11
人
槽
以
上
や
官
公

署
の
浄
化
槽
が
検
査
対
象
で
し
た

が
、
２
０
０
５
年
度
か
ら
は
10
人

槽
以
下
の
家
庭
槽
も
検
査
対
象
に

な
り
ま
し
た
。

　

検
査
対
象
の
浄
化
槽
は
、
事
前

に
指
定
検
査
機
関
か
ら
日
程
通
知

が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
受
検
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

定
期
検
査
料
金
（
５
～
10
人
槽
）

　

単
独
処
理
浄
化
槽　

４
千
円

　

合
併
処
理
浄
化
槽　

６
千
円

 

公
益
財
団
法
人
鹿
児
島
県
環

　

境
保
全
協
会
（
☎
０
９
９

－

２

　

９
６

－

９
０
０
０
）

　

鹿
児
島
県
生
活
排
水
対
策
室

　
（
☎
０
９
９

－

２
８
６

－

３
６

　

８
５
）

　

鹿
児
島
県
北
薩
地
域
振
興
局
衛

浄
化
槽
法
定
検
査
を

受
検
し
て
く
だ
さ
い

源
泉
所
得
税
の
納
期
の

特
例
と
納
付

所
得
税
等
の
予
定
納
税

（
第
１
期
分
）
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農
業
用
廃
ビ
ニ
ー
ル
お
よ
び
廃

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
フ
イ
ル
ム
類
を
収

集
し
ま
す
。

　

今
回
の
収
集
か
ら
、
中
国
の
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
輸
入
停
止
に
よ

り
処
理
料
金
が
全
国
的
に
値
上
が

り
し
て
い
ま
す
。
処
理
料
金
は
、

出
水
地
域
で
統
一
し
た
金
額
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く

だ
さ
い
。

 

７
月
９
日
（
月
）

　

午
前
８
時
～
同
10
時
30
分

 

○
Ｊ
Ａ
本
所
資
材
セ
ン
タ
ー

　

○
Ｊ
Ａ
出
水
製
茶
工
場
敷
地
内

こ
ん
包
の
方
法　
イ
ラ
ス
ト
を
参

　

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

 

１
キ
ロ
㌘
当
た
り
40
円

 

Ｊ
Ａ
資
材
課

　
（
☎
�
２
６
３
２
）

　

本
庁
農
政
課

　
（
☎
�
４
１
２
３
）

　

使
わ
な
く
な
っ
た
農
薬
や
農
薬

の
空
容
器
を
収
集
し
ま
す
。

 

７
月
23
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
同
２
時
30
分

 

Ｊ
Ａ
出
水
事
業
所
米
倉
庫
前

 

７
月
24
日
（
火
）

　

午
前
９
時
～
同
11
時
30
分

 

Ｊ
Ａ
本
所
資
材
セ
ン
タ
ー

 

３
０
０
円
～

　
（
１
キ
ロ
㌘
当
た
り
）

※
農
薬
の
種
類
に
よ
っ
て
料
金
が

　

異
な
り
ま
す
。

※
収
集
料
金
は
す
べ
て
現
金
扱
い

　

と
な
り
ま
す
。

 

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

　

の
収
集
と
同
じ

　

里
親
制
度
の
紹
介
と
里
親
募
集

の
た
め
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

７
月
13
日
（
金
）

　

１
回
目　

午
後
３
時
～
同
５
時

　

２
回
目　

午
後
６
時
30
分
～
同

　

８
時
30
分

 

市
中
央
公
民
館
学
習
室
３
・
４

内
容

　

映
像
に
よ
る
制
度
等
紹
介
、
概

　

要
説
明
、個
別
相
談
（
希
望
者
）

 

※
里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

　

情
で
家
族
と
暮
ら
す
こ
と
が
で

　

き
な
い
子
ど
も
を
、
家
族
の
一

泥やゴミを
落とす

フィルム等 肥料袋こ ん 包 方 法 同じフィル
ムで縛る

たたんで
縛っておく

灌水チューブ・
ポリマルチ等

　

員
と
し
て
自
ら
の
家
庭
に
迎

　

え
、
温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
養

　

育
し
て
く
だ
さ
る
方
で
す
。

※
養
育
を
お
願
い
す
る
子
ど
も
の

　

年
齢
は
０
歳
～
18
歳
。
養
育
期

　

間
は
数
カ
月
～
数
年
で
す
。

　

家
庭
的
な
養
育
環
境
の
中
で
、

　

特
定
の
大
人
と
の
継
続
的
で
安

　

定
し
た
愛
着
関
係
の
も
と
、
子

　

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
支
え

　

て
い
く
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の

　

里
親
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

 

県
中
央
児
童
相
談
所
地
域
支

　

援
指
導
課
（
☎
０
９
９

－

２
６

　

４

－

３
０
０
３
）

　

本
庁
こ
ど
も
課

　
（
☎
�
４
０
４
７
）

　

児
童
養
護
施
設
大
村
報
徳
学
園

　

里
親
支
援
専
門
相
談
員

　
（
☎
０
９
９
６

ー

５
５

ー

０
０

　

３
４
）

　

空
き
家
の
管
理
は
、
所
有
者
・

管
理
者
の
責
任
で
す
。
空
き
家
を

管
理
せ
ず
放
置
し
た
結
果
、
事
故

が
発
生
し
、
他
人
に
損
害
を
与
え

た
場
合
は
、
空
き
家
の
所
有
者
が

責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

空
き
家
は
、
あ
く
ま
で
も
所
有
者

の
財
産
で
す
の
で
、
責
任
を
も
っ

て
適
正
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

空
き
家
を
放
置
す
る
と

〇
草
木
の
繁
茂
に
よ
り
周
囲
に
迷

　

惑
を
か
け
る

〇
瓦
の
落
下
や
壁
の
倒
壊
な
ど
で

　

他
人
の
生
命
や
財
産
に
損
害
を

　

与
え
る

〇
壊
れ
た
窓
ガ
ラ
ス
が
落
ち
て
通

　

行
人
に
け
が
を
さ
せ
る

〇
不
審
者
が
侵
入
し
た
り
、
生
ご

　

み
や
粗
大
ご
み
の
違
法
投
棄
を

　

さ
れ
る

〇
ネ
ズ
ミ
な
ど
の

　

小
動
物
が
住
み

　

つ
く

〇
ハ
チ
や
シ
ロ
ア

　

リ
な
ど
の
害
虫
が
発
生
す
る

危
険
空
き
家
に
認
定
さ
れ
る
と

　
「
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」
に
よ
り
、
市
が

周
囲
に
影
響
を
及
ぼ
す
「
特
定
空

家
等
（
危
険
空
き
家
）」
と
判
断

す
る
と
、「
助
言
・
指
導
」、「
勧

告
」
と
い
う
行
政
指
導
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

こ
の
行
政
指
導
に
従
わ
な
か
っ

た
場
合
は
、「
措
置
命
令
」
の
行

政
処
分
が
行
わ
れ
、
命
令
に
違
反

し
た
場
合
は
、
50
万
円
以
下
の
過

料
が
科
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
行
政
代
執
行
」
が
行

わ
れ
た
場
合
は
、
代
執
行
に
要
し

た
作
業
員
の
賃
金
、
請
負
人
に
対

す
る
報
酬
、
資
材
費
、
第
三
者
に

支
払
う
べ
き
補
償
料
等
の
一
切
の

費
用
が
所
有
者
に
請
求
さ
れ
ま

す
。

固
定
資
産
税
の
住
宅
特
例
が
適
用

除
外
に

　
「
特
定
空
家
等
」
と
認
定
さ
れ

「
勧
告
」
を
受
け
た
場
合
は
、
住

宅
用
地
の
特
例
措
置
は
適
用
さ
れ

な
く
な
り
ま
す
。

 

空
き
家
相
談
窓
口
（
本
庁
住

　

宅
課
内
）（
☎
�
４
１
２
７
）

里
親
制
度
説
明
会

空
き
家
の
適
正
管
理
に

努
め
ま
し
ょ
う

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
を
収
集
し
ま
す

サマージャンボ宝くじ発売
　今年も「サマージャンボ宝くじ」（市町
村振興宝くじ）が、全国の宝くじ売り場で
発売されます。（１枚 300 円）
　この宝くじの収益金は、市町村の明るく住
みよいまちづくりに使われます。
発売期間　７月９日（月）～８月３日（金）
抽せん日　８月 14 日（火）
主な当選金
　サマージャンボ宝くじ
　　１等� ５億円×　　　21 本　　
　　１等前後賞� １億円×　　　42 本　　
　※発売総額 630 億円（21 ユニット）の場合
　サマージャンボミニ
　　１等� 5,000 万円×　　　50 本　　
　　２等� 1,000 万円×　　　100 本　　
　※発売総額 300 億円（10 ユニット）の場合

水を入れよく
振って洗浄する

透明なポリ袋
に入れる

ラベルをはがす

農
業
用
廃
残
農
薬
類
の

収
集
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ズッキーニボート（夏野菜レシピ）
　健康いずみ 21 では、「１日野菜小鉢５皿（350 ｇ）」を推進しています。
今回は、夏野菜を使ったレシピをご紹介します。
　（エネルギー：180kcal、タンパク質：10.4g、脂質：12.9g、炭水化物：6.8g、食物繊維：1.8g、塩分：0.7g）
　暑い夏に、コンロの前に立たなくても作れる今回のレシピ♪　ズッキーニをもらったけどどうやって食べ
たらいいの？という方も、家にある材料で簡単にできるので、ぜひ作ってみてください。

＞＞作り方
　①　ズッキーニは縦半分に切り、縁を少し残して中身をスプーンなどでくり抜く。
　　　中身は細かく切ってボウルに入れる。
　②　みじん切りにした玉ねぎとにんにくを①のボウルに入れ、A と油をきったツナを加えて混ぜる。
　③　ズッキーニを器にして②を詰め、上にマヨネーズをかけてオーブントースターで焼き色が付くまで
　　　15 ～ 20 分焼く。

材料（２人分）
ズッキーニ� 1 本 
玉ねぎ� 1/4 個
にんにく� 1/2 かけ
パン粉� 大さじ 1・1/2
粉チーズ� 大さじ 1
塩・こしょう� 各少々
ツナ缶� 1 缶（70 ｇ）
マヨネーズ� 適量

A

　

安
全
な
社
会
づ
く
り
の
た
め
、
罪
を
犯
し
た

り
非
行
を
し
た
り
し
た
人
の
立
ち
直
り
を
支
え

る
取
り
組
み
が
、
更
生
保
護
で
す
。

　

更
生
保
護
は
、
罪
を
償
い
、
社
会
の
一
員
と

し
て
再
出
発
し
よ
う
と
す
る
人
た
ち
の
立
ち
直

り
を
助
け
る
こ
と
で
、
地
域
の
安
全
を
守
る
制

度
で
す
。

　

日
本
で
の
犯
罪
の
約
６
割
は
再
犯
者
に
よ
る

も
の
で
す
。
立
ち
直
り
を
支
え
、
再
犯
を
防
止

す
る
こ
と
が
地
域
の
安
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
罪
を
犯
し
た
人
の
立
ち
直
り
に
は
、
本

人
の
努
力
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
社
会
の

中
に
彼
ら
の
「
居
場
所
」
と
「
仕
事
」
を
つ
く

り
、
地
域
と
の
絆き
ず
な
を
保
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

「
こ
こ
に
い
て
も
い
い
」と
い
う
安
心
感
と
、「
人

の
役
に
立
っ
て
い
る
」
と
い
う
自
信
が
立
ち
直

り
を
支
え
ま
す
。

本
市
で
も
、
更
生
保
護
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
人
た
ち
が
い
ま

す
。

保
護
司
…
罪
を
犯
し
て
「
保
護
観
察
」
を
受
け

　

る
こ
と
に
な
っ
た
人
の
生
活
を
見
守
り
、
さ

　

ま
ざ
ま
な
相
談
に
乗
っ
た
り
、
指
導
し
た
り

　

す
る
ほ
か
、
犯
罪
を
予
防
す
る
た
め
の
地
域

　

活
動
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
民
間
の
ボ

　

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

協
力
雇
用
主
…
過
去
に
罪
を
犯
し
た
こ
と
を
承

　

知
の
上
で
雇
用
し
、
立
ち
直
り
を
支
援
す
る

　

事
業
所
（
雇
用
主
）
で
す
。

更
生
保
護
女
性
会
…
女
性
の
立
場
か
ら
地
域
に

　

お
け
る
犯
罪
予
防
の
活
動
や
、
子
供
た
ち
の

　

健
全
育
成
の
た
め
の
子
育
て
な
ど
を
行
う
ボ

　

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

「
更
生
保
護
」

ご
存
知
で
す
か
？

　“ 社会を明るくする運動 ”
　すべての国民が、犯罪や非行の防止と罪を犯した人の改善更生について理解を深め、犯罪や非行のない地
域社会を築こうとする全国的な運動です。本市でも、出水保護区保護司会が中心となって強調月間の７月に
さまざまな取り組みが行われます。

 鹿児島保護観察所（☎ 099 － 226 － 1556）
　 出水保護区更生保護サポートセンター（野田農村環境改善センター２階）（☎ 79 － 4301）
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武
たけうち

内　京
きょうこ

子さん
出水市の好きなところは？
　恵まれたすてきな環境（施
設、温泉、おいしい食材）で
生活できてること。
出水市に望むことは？　
　子どもたちが、地元で魅力
ある学生生活が送れ、地域に
根付ける環境づくりを！

髙
たかはし

橋　裕
ゆうすけ

介さん
出水市の好きなところは？
　自然に囲まれて治安がいい
ので住みやすい。
出水市に望むことは？　
　大きな商業施設や幅広い世
代が遊べる公園をつくってく
ださい！

　

農
林
水
産
業
に
興
味
の
あ
る
方
、
農
業
法
人
等
に
就
職
し
た
い
方
な
ど
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

 

７
月
28
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

 

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ
ー

 

無
料　

※
事
前
予
約
不
要

 （
公
社
）
鹿
児
島
県
農
業
・
農
村
振
興
協
会

　
（
☎
０
９
９

－

２
１
３

－

７
２
２
３
）

健
康
い
ず
み
21

　
～
中
間
報
告
①
～

健
康
い
ず
み
21

　

２
０
１
５
年
３
月
に
健
康
増
進
計

画
「
健
康
い
ず
み
21
（
第
２
次
）」

を
策
定
し
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
４

月
か
ら
２
０
１
９
年
３
月
ま
で
の
５

年
間
の
計
画
で
あ
り
、
昨
年
度
が
中

間
年
度
の
た
め
、
健
康
増
進
に
係
る

意
識
調
査
と
、
事
業
の
実
施
状
況
等

か
ら
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　

計
画
で
は
、「
健
康
寿
命
の
延
伸
・

生
活
の
質
の
向
上
」
を
基
本
目
標
と

し
て

・
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
の
充
実

・
が
ん
の
発
症
・
重
症
化
予
防

・
認
知
症
の
発
症
・
重
症
化
予
防

・
脳
卒
中
の
発
症
・
重
症
化
予
防　

　
（
重
点
項
目
）

の
４
つ
の
視
点
で
健
康
づ
く
り
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
目
標
を
達
成
す
る

た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
10
項
目
と
し
て

☆
今
よ
り
10
分
多
く
か
ら
だ
を
動
か

　

し
ま
す
。

☆
年
に
１
回
健
診
・
検
診
を
受
け
ま

　

す
。

☆
毎
日
体
重
を
は
か
り
ま
す
。

☆
１
日
野
菜
５
鉢
５
皿（
３
５
０
㌘
）

　

と
り
ま
す
。

☆
お
い
し
く
減
塩
５
か
条
を
実
行
し

　

ま
す
。

☆
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
つ
き
あ
い
ま

　

す
。

☆
楽
し
み
や
生
き
が
い
を
持
ち
ま

　

す
。

141

か
ご
し
ま
就
農
・
就
業
相
談
会
開
催
！

☆今より 10 分多くからだを動かします 策定時 今回調査 目標値

運動習慣のある者の割合
男性 11.7％ ◎ 36.9％ 30％以上

女性 7.5％ ◎ 30.4％ 27％以上

日常生活の歩数
7,000 歩以上

20 ～ 64 歳男性 34.9％ 18.6％ 50％以上

20 ～ 64 歳女性 33.1％ 8.1％ 45％以上

65 歳以上男性 30.8％ 20.4％ 50％以上

65 歳以上女性 26.7％ 11.3％ 45％以上

☆毎日体重をはかります

毎日体重をはかる者の割合 24.7％ 18.6％ 30％以上

定期的に血圧を測定する者の割合 62.1％ ◎ 81.5％ 80％以上

☆１日野菜小鉢５皿（350㌘）とります

１日野菜小鉢５皿とっている者の割合 ー 1.6％ 35％以上

☆おいしく減塩５か条を実行します

おいしく減塩５か条を知っている者の割合 ー 40.6％ 80％以上

☆歯と歯ぐきを週に１回は見ます

歯と歯ぐきを週に１回は見る者の割合 69.3％ 73.1％ 100％

かかりつけ歯科医がいる割合 46.0％ 74.7％ 100％

◎目標を達成している項目

☆
た
ば
こ
の
煙
は
吸
わ
な
い
・
吸
わ

　

せ
な
い
。

☆
休
肝
日
と
適
量
飲
酒
で
楽
し
く
飲

　

み
ま
す
。

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

重
点
項
目
に
つ
い
て

　

策
定
時
は
、
地
域
の
年
齢
構
成
を

均
一
に
し
て
比
較
す
る
標
準
化
死
亡

比
が
男
女
と
も
に
脳
卒
中
が
高
い
こ

と
と
特
定
健
診
の
結
果
、
収
縮
期
血

圧
（
最
高
血
圧
）
が
高
い
こ
と
等
か

ら
、「
脳
卒
中
の
発
症
・
重
症
化
予

防
」
を
重
点
項
目
と
し
て
「
お
い
し

く
減
塩
５
か
条
の
実
行
」
と
「
一
日

野
菜
小
鉢
五
皿
（
３
５
０
㌘
）」
の

普
及
啓
発
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
２
０
１
６
年
度
は
、
脳
卒
中

の
標
準
化
死
亡
比
お
よ
び
特
定
健
診

時
の
収
縮
期
血
圧
の
値
と
も
に
改
善

し
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
尿
中
塩
分
測
定
の
結
果

は
、
男
性
の
平
均
が
９
・
27
㌘
（
基

準
値
は
８
㌘
未
満
）、
女
性
の
平
均

が
８
・
93
㌘
（
基
準
値
は
７
㌘
未
満
）

で
し
た
。
男
女
と
も
に
塩
分
摂
取
量

が
基
準
値
よ
り
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

10
項
目
に
そ
っ
て
、
意
識
調
査
の

結
果
を
２
回
に
わ
け
て
お
伝
え
し
ま

す
。

今
月
の
環
境
標
語
～
２
０
１
７
年
度
環
境
標
語
作
品
展
よ
り
～

す
て
る
と
ゴ
ミ
　
そ
ん
な
も
の
か
ら
　
リ
サ
イ
ク
ル

下
水
流
小
学
校
　

三
年
　
吉
ケ
嶋
　
茉
帆

作
る
ん
だ
　
持
続
可
能
な
　
日
本
の
未
来

出
水
中
学
校
　

一
年
　
河
南
　
萌
香

（
注
）
学
校
名
・
学
年
は
入
賞
時
現
在
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点
検
商
法
と
は
、「
点
検
さ
せ
て

欲
し
い
」と
業
者
が
訪
問
し
て
来
て
、

点
検
後
に
「
す
ぐ
に
修
理
し
た
ほ
う

が
良
い
」
な
ど
と
不
安
を
あ
お
り
契

約
さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

〇
「
点
検
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
訪
問

し
て
く
る
業
者
に
は
対
応
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

点
検
を
依
頼
し
た
場
合
で
も
、
結

果
を
う
の
み
に
せ
ず
、
他
の
業
者
か

ら
も
見
積
り
を
貰
う
な
ど
、
そ
の
場

で
契
約
せ
ず
に
冷
静
に
考
え
る
時
間

を
作
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

最
近
の
事
例

　
「
近
く
で
屋
根
工
事
を
し
て
い
た

ら
、
お
宅
の
瓦
が
傷
ん
で
い
る
よ
う

に
見
え
た
の
で
点
検
し
た
い
」
と
業

者
が
訪
問
し
て
き
た
。
点
検
し
た

後
、
業
者
か
ら
撮
影
し
た
瓦
の
画
像

を
見
せ
ら
れ
「
か
な
り
ひ
ど
い
。
こ

の
ま
ま
で
は
雨
漏
り
す
る
か
も
し
れ

な
い
。
す
ぐ
に
工
事
を
し
た
方
が
良

い
。」
と
言
わ
れ
た
。
迷
っ
て
い
る

と
「
た
ま
た
ま
今
日
こ
の
地
域
に
来

て
い
る
の
で
今
で
な
い
と
契
約
で
き

な
い
。」
と
せ
か
さ
れ
工
事
の
契
約

を
し
て
し
ま
い
、
不
安
に
な
り
や
め

た
い
と
連
絡
し
た
が
「
も
う
キ
ャ
ン

セ
ル
は
で
き
な
い
。」
と
怒
鳴
ら
れ

た
。

※
事
例
は
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
で
す

が
、
白
蟻
駆
除
、
電
気
設
備
な
ど
、

点
検
可
能
な
も
の
で
あ
れ
ば
同
様
の

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

☆
被
害
に
合
わ
な
い
た
め
に
☆

〇
そ
の
場
の
契
約
は
絶
対
し
な
い
！

　

こ
う
い
っ
た
ケ
ー
ス
で
は
、
業
者

が
そ
の
場
で
契
約
を
急
が
せ
る
こ
と

も
多
い
の
で
、
絶
対
に
応
じ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〇
せ
か
さ
れ
て
も
慌
て
な
い
！

　
「
す
ぐ
に
し
た
方
が
良
い
」「
今
し

か
で
き
な
い
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
も

慌
て
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は
思
い

切
っ
て
断
り
ま
し
ょ
う
。

〇
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
を
忘
れ
ず
に
！

　

た
と
え
契
約
し
て
し
ま
っ
た
と
し

て
も
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
（
無
条
件

解
約
）
で
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の

で
、
契
約
し
て
か
ら
８
日
以
内
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

少
し
で
も
不
安
に
思
っ
た
り
、
ト

ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
場
合
は
、
警
察
や

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

今
で
な
い
と
！
・
・
・

　
～
点
検
商
法
に
要
注
意
！
～

除
」
と
、
保
険
料
の
４
分
の
３
、

半
額
、
４
分
の
１
が
免
除
さ
れ
る

「
一
部
免
除
」
が
あ
り
ま
す
。

　

本
人
・
配
偶
者
・
世
帯
主
の
前

年
の
所
得
を
審
査
し
、
一
定
以
下

の
場
合
に
、
全
額
免
除
ま
た
は
一

部
免
除
が
承
認
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
「
納
付
猶
予
」
は
、
50
歳

未
満
で
あ
り
、
本
人
・
配
偶
者
の

所
得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、

申
請
と
承
認
に
よ
り
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

○
特
例
免
除
制
度
に
つ
い
て

　

前
年
の
所
得
が
多
い
方
で
も
退

職
（
失
業
）
を
理
由
と
し
た
特
例

免
除
制
度
を
申
請
す
る
と
免
除
等

が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

失
業
に
よ
る
特
例
免
除
は
、
申

７
月
か
ら
２
０
１
８
年
度
保
険
料

免
除
申
請
の
受
け
付
け
を
開
始
し

ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
で
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な

方
の
た
め
に
保
険
料
の
免
除
・
猶

予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け

ず
保
険
料
の
未
納
状
態
が
続
く
と

老
齢
年
金
の
受
給
要
件
を
将
来
満

た
さ
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
重

度
の
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
事
態

が
発
生
し
た
際
に
障
害
基
礎
年

金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
申
請
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

○
免
除
の
種
類
等
に
つ
い
て

　

申
請
免
除
制
度
に
は
、
保
険
料

の
全
額
が
免
除
さ
れ
る
「
全
額
免

開 催 日　８月 23 日（木）
開 催 場 所　本庁１階　多目的ﾎｰﾙ１
開 催 時 間
　午前 10 時～午後 3 時 30 分

（正午～午後 1 時除く）
相談内容

老齢年金、遺族年金等の請求手続
き、年金受給見込額　など

相 談 員
　川内年金事務所職員
予約受付期間
　各開催日の１カ月前～１週間前
予約申込先
　本庁市民生活課　住民年金係
    ☎ 63 － 2111（内線 1537・1538）
※年金相談は１日につき最大で 18

人（午前 8 人、午後 10 人）で先
着順となります。

８月　出水地区年金相談
（月１回開催・完全予約制）

請
す
る
年
度
ま
た
は
前
年
度
に
お

い
て
被
保
険
者
本
人
、
配
偶
者
、

世
帯
主
の
中
で
退
職
（
失
業
）
の

事
実
が
あ
る
場
合
に
対
象
と
な

り
、
失
業
し
た
方
の
所
得
を
除
外

し
て
免
除
・
猶
予
の
審
査
を
行
い

ま
す
。
申
請
の
際
は
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
で
発
行
さ
れ
る
雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
ま
た
は
雇
用
保
険
被

保
険
者
離
職
票
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

○
免
除
の
遡
及
期
間
に
つ
い
て

　

申
請
月
か
ら
過
去
２
年
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

過
去
２
年
以
内
に
免
除
申
請
を

し
て
い
な
い
期
間
が
あ
る
方
は
早

め
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
身
分
証
明
書

・
年
金
手
帳

※
失
業
等
の
場
合

・
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

※
転
入
に
よ
り
出
水
市
で
所
得
額

　

が
把
握
で
き
な
い
場
合

・
課
税
証
明
書

問
い
合
わ
せ
・
手
続
き
先

▽
本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

▽
高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課

▽
野
田
支
所
総
合
市
民
課

　
（
☎
�
２
１
１
１
：
代
表
）

▽
川
内
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
９
６

－

２
２

－

５
２

　

７
６
）

 

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
本
庁
生
活
環
境
課
内
）

　
（
☎
�
６
２
０
３
）
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　５月10日（木）、地域安全モニターの委嘱式と研修会がありま

した。委嘱式では鶴田忍署長からモニターを代表して滝下正晴総

代に2018年度の委嘱状が交付されました。

　モニターの皆さん、今年度もよろしくお願いします。

　鶴田署長、本村聖人次長の挨拶

のあと研修会に入り、地域安全運

動の年度計画等について話し合い

ました。

　最後に久保園正和防犯アドバイ

ザーの防犯講話がありました。

　５月18日（金）、米ノ津中学校で2018年度の自転車盗難防

止モデル校指定式と盗難防止用ワイヤー錠贈呈式がありまし

た。

　式では、出水警察署の鶴田署長から生徒代表に指定書が手

渡され、その後、生徒代表が盗難防止宣言を読み上げ、盗難

防止を誓いました。

　最後に、出水ライオンズ

クラブの満尾精作会長から

自転車盗難防止用の「ワイ

ヤー錠」が贈呈されました。

　この指定式は、自転車駐

輪時における鍵掛け励行や

防犯登録を推進することにより、生徒の防犯意識や規範意識

の機運をつくり出し、もって自転車盗を抑止することを目的　　

として、毎年、警察署長が市内の中・高校をモデル校に指定

しているものです。氏　　名 役　職 校　区

疋 田 幸 子 々

宮 元   努 

西出水

木 村 清 美

々

滝 下 正 晴 総 代 東出水

垣 内 良 秀 班 長 々

田 代   勉 々

本 藏 憲 次 々

校区毎の地域安全モニターの皆さんです。

※（　）内の数字は前年同期比

濵 田 守 邦

(+7)

13 0
(+3) (±0)

(+7) (+1)

山 鹿 政 文 班 長 大川内

々上 野 澄 男

 東  國 廣 々

江 口 廣 美 々

松 永 幸 昭 班 長

＜平成３０年７月号＞

セキュリティタウン 安心の街 いずみ

74 1

発生件数 死　者 負傷者

16
(+4)
93

（暫定値）

２０１８年
５  月  中
２０１８年

々

田 島   勉 々

安 田   悟 出水小

横内 幸一郎 々

築 出 五 男 々

篠 原 彬 浩 々

西原 るみ子 々

中 園 文 男 々

細山田 秀昭 々

村 上 忠 良 班 長 米ノ津

成 松   薫 々

兒島 喜一郎 米ノ津東

樗木 喜久男 々

南 園 秀 憲 々

福 嶋 美 文 々

坂 本 敏 男 々

米ノ津東

竹 原 清 喜 々

松 崎 和 年 副総代 高尾野

春 野 計 俊 班 長 々

宇 藤 正 行 切 通

梅 田 敬 一 々

冨永 久美子 々

家村 健四郎 班 長 下水流

滝 下 良 一 々

濱 﨑 由 幸 々

鶴 山 福 密 荘

中 尾 義 徳 班 長 江 内

吉 岡 久 武 々

江 﨑 雅 美 々

迫 口 信 幸 々

鳴 海 真 一 々

山 下   修 々

累　　　計

問い合わせ先 出水市防犯協会６３－１５００

＜出水警察署管内＞

交通事故発生状況（人身）

49人

氏　　名 役　職 校　区

中 野 武 雄 々

西木場 利治 々

城戸 五月男 々

大下本 靖子 々

平 中 和 德 班 長 野 田

自転車盗難防止モデル校指定式

および

盗難防止用ワイヤー錠贈呈式

（於：米ノ津中学校）

地域安全モニター を開催

［地域安全モニターとは？］
安全で犯罪等の無い明るい町づくりを推進するために、効

果的な地域安全運動が行われるように、また、地域安全対策

上の諸問題等について地域住民と関係機関が緊密な連携が図

れるように配置されており、防犯協会長と警察署長が連名で

委嘱しています。

現在、市内で49人に委嘱しています。

出水署管内の犯罪認知件数

（重点犯罪：１～４月）

○うそ電話詐欺：０件

○住宅侵入盗：５件

○性犯罪：１件

○万引き：９件

○乗り物盗：１件

○車上ねらい：５件

「自転車には防犯登録をします！！」

委嘱式

研修会
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５月 10 日（木）に米ノ津中学校３年生４人と、24 日

（木）に高尾野中学校３年生４人が読書推進室で職場体

験学習を行いました。 

 読書推進室の業務や本市の読書活動の説明の後、絵本

の読み聞かせや絵本の秘密についてを学ぶ体験活動、ブ

ックスタート事業や民泊贈呈用ブックカバー等の準備、

また出前お話し会「おはなし玉手箱」のポスター案作製

などを体験してもらいました。 

❀中学生の職場体験学習❀ 

「かたあしだちょうのエルフ」 

   作：おのき がく     

〇文芸いずみ第 13 号の作品を募集します！ 
 教育委員会では、広く市民の皆さんから文芸作品等を募集し、自由で楽しみ 
に満ちた作品を掲載することにより、文芸活動の普及に寄与することを目的に、 
「文芸いずみ第 13 号」を出版します。 

次により作品を募集しますので、奮ってご応募ください。 
● 応募資格 どなたでも応募できます。 
● 募集部門・募集制限 

部  門 募集制限 部  門 募集制限 

短  歌 ３首まで 随  筆 原稿用紙６枚以内 

俳  句 ５句まで 童  話 原稿用紙10枚以内 

川柳・さつま狂句 ５句まで 
歴史・郷土に関する  

記録及び回顧録 
原稿用紙20枚以内 

詩 ２編まで 読書感想文 原稿用紙６枚以内 

☆一人２部門まで応募できます。 

☆応募作品の掲載は、編集会議で決定します。（編集委員に一任させていただきます。） 

☆発行は、2019 年３月末予定です。 

☆規定の原稿用紙（23 字×17 行）で応募してください。募集要項、原稿用紙は次の施設に 

設置してあります。 

 ○ 市役所総合案内所、読書推進室 

○ 中央図書館、高尾野図書館、野田図書館 

 ○ 中央公民館、高尾野支所、 

江内カントリーコア（江内出張所）、野田支所 

※ ホームページからもダウンロードできます。 

※ 詳しくは、募集要項をご覧ください。 

 

 
 

  

 
 

 

 

「読書活動日本一の

まちづくり」を目指して

読書活動に関する問い合わせ先 

読書推進室 

電話６３－４１２１ 

第３土曜日は「市民読書の日」 
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」 

http://www.city.kagoshima-izumi.lg.jp/yonmyanse/ 

応募期限 2018 年 10 月 31 日（水） 

☆応募・問い合わせ先 
市教育委員会読書推進室 
〒899－0292 
出水市緑町１番３号 
（☎63－4121） 

○
平
成
二
十
九
年
度
読
書
標
語
・
短
作
文
審
査
会
特
選
作
品
紹
介 

～
小
学
５
年
生
の
部
～
○
※
学
年
は
受
賞
時 

本
の
中 

笑
っ
て
泣
い
て 

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー 

 

（
出
水
小 

 

大
久
保 

泰
知
） 

 

本
の
旅 

ま
だ
ま
だ
ゴ
ー
ル 

し
た
く
な
い 

 
 

（
西
出
水
小 

東

 

拓

矢
） 

 

旅
立
と
う 

本
を
開
い
て

ぼ
う
け
ん
だ

 
 

 

（
東
出
水
小

船

木

祐

心
）

エルフの心の強さにぼくもこうなりたい

と思って何回も読みました。この本はお父さ

んがぼくに買ってくれた本です。 
お父さんも子どものころぼくと同じよう

に、エルフのようになりたいと思って読んで

いたそうです。ぼくも大人になったら子ども

に読んであげたいと思いました。 
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≪幼児・小学生≫
● ちゃめひめさまとあやしいたから　たかどの　ほうこ　作
● よるのわがしやさん　　　　　　　　穂高　順也　文
● きのうをみつけたい！　　アリソン・ジェイ　作・絵
● つくえはつくえ　　　　　　　　　　五味　太郎　作
● おしりどろぼう　　　　　　　　　　陣崎　草子　作
● ゲンちゃんはおサルじゃありません　阿部　夏丸　作
● ふたごのカウボーイ　フローレンス・スロボドキン　文
● たなばたのねがいごと　　　　　　　村中　李衣　作
● はりねずみのおいしゃさん　　ふくざわ　ゆみこ　作
● クマと少年　　　　　　　　　　　　あべ　弘士　作

・・・・・等
≪中学生・高校生≫
● ねがいごと　　　　　　　　　　田丸　雅智　ほか著
● ドリーム・プロジェクト　　　　　　濱野　京子　著
● 疾風の女子マネ！　　　　　　　　まはら　三桃　著

・・・・・等
≪一般≫
● バットランド　　　　　　　　　　　山田　正紀　著
● ののはな通信　　　　　　　　　　三浦　しをん　著
● 瑕疵借り　　　　　　　　　　　　　松岡　圭祐　著
● 鏡じかけの夢　　　　　　　　　　秋吉　理香子　著
● 元禄お犬姫　　　　　　　　　　　　諸田　玲子　著
● 福家警部補の考察　　　　　　　　　大倉　崇裕　著
● 若旦那のひざまくら　　　　　　　坂井　希久子　著
● わたしの本の空白は　　　　　　　　近藤　史恵　著
● 本懐　　　　　　　　　　　　　　　上田　秀人　著
● 蕎麦、食べていけ！　　　　　　　　　江上　剛　著
● 新選組の料理人　　　　　　　　　　門井　慶喜　著
● 未来　　　　　　　　　　　　　　　湊　かなえ　著
● 爆身　　　　　　　　　　　　　　　大沢　在昌　著
● ミルク・アンド・ハニー　　　　　　村山　由佳　著
● 青嵐の坂　　　　　　　　　　　　　　葉室　麟　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開館時間 ７月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
午前９時～午後６時

17日
高尾野図書館

（☎ 82 ｰ 5452）
午前９時～午後６時 20日

野田図書館
（☎ 84 ｰ 3100）

７月のおはなし会・親子読書会のご案内

中 央 図 書 館
おはなしのへや
（毎週水曜日）

4、11、18、25日
午後４時～

夜のおはなし会 14日（土）午後6時30分～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

2、9、16、30日
午後４時～

親子読書教室
「すくすく」

10日（火）
午前10時30分～

タイムスリップ
よみきかせ

23日（月）
午後3時30分～

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

5、12、19、26日
午後４時～

だっこでギュッ 5日（木）午前10時30分～

夜のおはなし会 23日（月）午後7時～

2018 年７月　移動図書館運行表

ステーション名 運行時間
運行日

７月

第１
火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

３日
平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：50～15：10
鹿島自治公民館 15：20～15：40

第１・３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
４日
18日

菅原神社（荘上・荘下） 14：10～14：30
ウッドタウン自治公民館 14：45～15：05

第１・３
木曜日

太田原住宅 10：30〜10：50
５日
19日

上場集落 13：45〜14：05
宮之元集落 14：25〜14：45
不動野集落 14：55〜15：15

第２・４
木曜日

内野々下自治公民館 10：00〜10：20
12日
26日

受口自治公民館 10：40〜11：00
熊野神社前 14：10〜14：30

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40〜10：00

13日
27日

元町自治公民館 10：15〜10：35
今釜西自治公民館 10：50〜11：10
鶴水園 14：10〜14：40
米ノ津駅前広場 14：55〜15：15

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索

　写真は、昨年の「図書館を使った調べる学習コンクー
ル作り方講座」の様子です。生活の中で、疑問に思っ
たこと・知りたいことを夏休み中に図書館の資料を使っ
て調べて作品を完成させ、コンクールに応募します。
作り方講座では、テーマの決め方やまとめ方を楽しく
学びます。また、作品の複製を夏休みの自由研究として、
学校へ提出もできます。今年の夏、チャレンジしてみま
せんか？

～ある日の図書館～
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　５月12日、第59回市長旗争奪市内高等学校野球大
会が開催され、迫力ある打撃戦や白熱した投手戦な
ど、好ゲームが展開されました。４校によるトーナ
メント戦の結果、優勝は３年ぶり15回目の栄冠を手
にした出水高校、準優勝は出水工業高校でした。
　今大会の成果と課題が、今後の夏の県予選での活
躍につながることが期待されます。

躍
動
す
る
球
児
た
ち

市
内
高
等
学
校
野
球
大
会

　５月８・10・12 日、市内の各民生委員児童委員
協議会が、市内の主要交差点や学校などでＰＲ活動
とあいさつ運動を行いました。これは、民生委員・
児童委員の活動を知ってもらおうと、民生委員・児
童委員の日活動強化週間に合わせて行われたもの。
　「市民の身近な相談者」である民生委員・児童委
員の活動にご理解とご協力をお願いします。

あ
い
さ
つ
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
活
動

民
生
委
員・児
童
委
員 　５月19日、野田老人福祉センターで野田地域認知

症高齢者声かけ・通報訓練が行われました。
　声かけ訓練では、認知症の高齢者に扮した介護施
設職員に参加者が声をかけ、身元を聞き出して、情
報を警察や市役所に通報する流れを確認しました。
　また、ＧＰＳを活用した捜索訓練では、徘徊感知
機器を持った徘徊役の居場所を、参加者がスマート
フォンの地図で確認しながら捜索しました。

地
域
で
見
守
ろ
う

声
か
け・通
報
訓
練

　５月 19 日、市音楽ホールで「第２回消化器病市
民講座」を開催しました。今回は「やさしく治す胆
石の治療」をメインテーマとし、講演と質疑応答を
行いました。アンケートでは、「非常に分かりやす
く楽しい時間を過ごせました。」「もっと多くの方に
来てほしかったです。」などの意見をいただきまし
た。

医
療
現
場
を
分
か
り
や
す
く

消
化
器
病
市
民
講
座 　６月５日、出水管工事協同組合（田淵好昭理事長）

が市内学校水道施設の点検や軽微な修繕等のボラン
ティア活動を行いました。
　これは、水道についての理解や関心を高めようと、
水道週間（６月１日～同７日）に合わせて毎年行われ
ているもので、今年で19回目。
　４班に分かれて市内の小学校や幼稚園など４カ所
で点検・修繕などをしていただきました。

水
を
大
切
に

出
水
管
工
事
協
同
組
合

　５月27日、出水駅多目的広場で「いずみステーショ
ンフェスタ」が開催されました。本市のにぎわい創
出のために行われた同イベントは、出水駅周辺施設
の指定管理者である株式会社トシヒロが主催し、今
年で９回目の開催。会場では、フリーマーケットや
飲食コーナーが立ち並び、特設ステージではダンス
や太鼓の演奏などが行われ、多くの人でにぎわって
いました。

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う

い
ず
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
タ
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発売期間:平成31年３月17日（日）まで/ご利用期間：平成31年3月31日（日）まで 発売期間:平成31年３月10 日（日）まで/ご利用期間：平成31年3月31日（日）まで

【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部企画政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼
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【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部企画政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼

有料広告空き状況（６月１日現在）

広報いずみ 空き枠（全16枠中）

９月号 10枠

10月号 ３枠

11月号 ２枠

12月号 ５枠

2019年１月号 12枠

2019年２月号 ６枠

2019年３月号 12枠

2019年４月号 13枠

2019年５月号 13枠

2019年６月号 13枠

☆ご予約はお早めにご連絡ください☆

【広告規格】
　○基本広告　フルカラー
　　（タテ 54㍉ × ヨコ 87㍉）
　○拡大広告　フルカラー
　　（タテ 54㍉ × ヨコ 178㍉）

【広告料】
　○基本広告　15,000 円（税込み）
　○拡大広告　30,000 円（税込み）

【掲載単位】
　○広報いずみ発行１回ごと
　○複数回にわたる掲載も可能です。
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）午後も受け付ける場合がありますので、直接お問い合わせください。

７　　　　　月
日 医　療　機　関　名

１日（日）

［当］ 市川医院 耳鼻咽喉科 沖田 ☎63−3151
［当］ 楠元内科医院 内科 千本付 ☎62−8600
［当］ 内山病院 内・外・泌尿器科 阿久根市 ☎73−1551
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054
［児］ こどもクリニック永松 鹿島 ☎64−1500

８日（日）

［当］ 吉井中央病院 内科 東大野原 ☎62−3111
［当］ 来仙医院 内・外・小児科 田多園 ☎84−2005
［当］ 鶴見医院 内・呼吸科 阿久根市 ☎73−0553
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054
［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67−1611

15日（日）

［当］ クリニック．なかむら 消化・内・外科 平良馬場 ☎62−0241
［当］ 広瀬産婦人科医院 産・婦人科 春日町 ☎62−1559
［当・児］ しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎68−0633
［当］ 黒木医院 胃腸・外科 阿久根市 ☎75−0200
［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88−6405

16日（月）

［当］ 三慶医院 循環器・内科 井上 ☎63−2333
［当］ 荘記念病院 精神・内科 西水流 ☎82−3113
［当］ いまむらクリニック 泌尿器・内科 阿久根市 ☎73−1700
［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88−2595

22日（日）

［当］ おかだクリニック 内・消化・放射線科 春日町 ☎63−7011
［当］ 平田整形外科クリニック 整外科 西町 ☎62−8801
［当］ 門松医院 内・外科 阿久根市 ☎64−6100
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054
［児］ キッズクリニック 向江 ☎63−7707

29日（日）

［当］ せき耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 東大野原 ☎64−1187
［当］ 林泌尿器科クリニック 泌尿器・内科 早馬 ☎64−8800
［当］ 山田クリニック 内・外科 阿久根市 ☎72−0420
［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054
［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67−1611

※夜間の急患（内科・小児科）、夜間一次救急診療所（野田診療所内）（☎ 84 − 2023）午後 7 時～同 11 時
・来院の際は、来院される前に必ず電話で症状をお知らせください。
※おおむね 15 歳未満の子どもの夜間電話相談「鹿児島県小児救急電話相談」
　（☎♯ 8000 または☎ 099 − 254 − 1186）平日・土曜日（午後７時～翌午前８時）日曜・祝日（24 時間）
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休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
７月22日

太田歯科クリニック 歯科 ☎84－4700 仲町（野田）
ひ ま わ り 薬 局 ☎62－6070 桜 町
さ く ら 薬 局 ☆ ☎63－7700 向 江 町

７月29日
児 島 歯 科 医 院 歯科 ☎86－1266 長 島 町
メ ー プ ル 薬 局 ☎62－9292 東大野原
マリン薬局米ノ津店 ☎67－5002 早 馬
会 営 薬 局 ☆ ☎64－8280 早 馬

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工事事業者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
7月1日 道 添 建 設 ☎62－3833

携帯電話
（090－7397－7898）

川 窪 建 設 ☎82－0376

携帯電話
（090－7154－7490）

７月２日～８日 川 島 工 建 ☎63－6685 軸薗設備工業 ☎82－0889
７月９日～15日 出水合同電設 ☎62－0676 柏 木 産 業 ☎82－1474
７月16日～22日 山門電気商会 ☎67－1066 三 友 建 設 ☎82－0173
７月23日～29日 司 工 業 ☎63－7485 別府水道住宅設備 ☎84－2080
７月30日～31日 岩 﨑 電 設 ☎62－1414 樋 口 電 設 ☎85－5901

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2018年５月１日〜同５月31日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急
発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 １件（±０） １件（±０） ０人（±０） ０人（±０） 177件（＋９） 108人（＋10）
2018年の累計 ４件（－１） ４件（－１） ０人（－１） ０人（±０） 962件（＋44） 621人（＋117）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

７月の主な行事

７月１日
丸 山 歯 科 医 院 歯科 ☎68－1911 阿久根市
第 二 緑 調 剤 薬 局 ☎63－1177 沖 田
ポ ポ ロ 薬 局 ☎63－4630 千 本 付
か し ま 薬 局 ☆ ☎63－3970 鹿 島

７月８日
つ ば さ 歯 科 歯科 ☎62－8519 花 立 西
マ リ ン 薬 局 ☎63－6678 東大野原
ス マ イ ル 薬 局 ☎84－2430 田 多 園
そ う ご う 薬 局 ☆ ☎64－8161 早 馬

７月15日
宮 薗 歯 科 医 院 歯科 ☎73－3222 阿久根市
ふ れ あ い 薬 局 ☎63－3070 平良馬場

７月16日
よしもと歯科クリニック 歯科 ☎75－3333 阿久根市
タ カ ラ 調 剤 薬 局 ☎62－8813 渡 瀬 口
し も ず る 薬 局 ☎64－2211 下 山

８日（日）▶自衛官募集説明会（①午前９時～②午前10時10分～・市中央公民館）

21日（土）▶出水っ子一斉ラジオ体操会（午前６時30分・各校区の小学校校庭など）

28日（土）▶鶴翔祭１日目（午後５時30分・本町商店街）

29日（日）▶鶴翔祭２日目（正午・市文化会館、午後３時30分・市多目的グラウンド）

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午
☆小児科当番薬局　　午前 10 時～正午

◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。



3232広報いずみ2018（平成30年）７月

144
　

５
月
26
日
、
博
物
館
講
座
「
ミ

ツ
バ
チ
教
室
・
み
つ
ろ
う
キ
ャ
ン

ド
ル
づ
く
り
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

養
蜂
家
を
講
師
に
招
き
、
手
作

り
紙
芝
居
で
生
態
を
学
び
、
巣
の

観
察
、
ハ
チ
ミ
ツ
採
取
・
試
食
、

最
後
に
は
、
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
か
ら

取
れ
る
み
つ
ろ
う
で
キ
ャ
ン
ド
ル

づ
く
り
と
、
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容

で
し
た
。

　

参
加
者
は
、
ミ

ツ
バ
チ
の
魅
力
に

つ
い
て
五
感
を
使

い
、
学
ん
で
い
ま

し
た
。

「
ミ
ツ
バ
チ
教
室
・
み
つ
ろ
う

キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り
」『今月の問題』

ミツバチは、花粉を巣に運ぶ
時、どこに集めるでしょう
か？
Ａ　後ろ足
Ｂ　腹の下側
Ｃ　頭の上

先月号のクイズと答え

霧は、何ｍ以上視界がない状態で
しょうか？
Ａ　500m 以上
Ｂ　1000m 以上
Ｃ　1500m 以上
答はＢ　1000m 以上でした。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　長年にわたる青色申告や納税
の推進などの活動が評価され、
旭日双光章を受章された、松山
勇さん（竪馬場自治会・元（一
社）県法人会連合会副会長・写
真中央）。

　長年にわたる消防団活動が評
価され、瑞宝単光章を受章され
た安田悟さん（上町自治会・元
市消防団副団長（団員歴 41 年）・
写真中央）。

　いちき串木野市総合体育館で
開催された県中学校剣道大会女
子の部で優勝した、出水中学校
女子剣道部の皆さん。

　「読書活動日本一のまちづくり」
に取り組んでいる本市に対し、子
どもたちの読書活動の推進に役立
ててほしいと、株式会社ヒラヤマ

（平山政壱代表取締役会長　写真
左）から、寄付をしていただきま
した。

　

狩
猟
（
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
を
わ
な
・
銃

器
等
で
捕
獲
）
を
す
る
場
合
は
、狩
猟
免
許
（
わ

な
猟
、
銃
猟
等
）
の
取
得
が
必
要
で
す
。

狩
猟
免
許
事
前
講
習
会	
 

７
月
27
日
午
前
９
時
～

 

北
薩
地
域
振
興
局
出
水
庁
舎

狩
猟
免
許
試
験

 

７
月
29
日
午
前
９
時
～

 

北
薩
地
域
振
興
局
出
水
庁
舎

申
請
期
限　

７
月
13
日
ま
で

※
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
を
受
け
て
い
る
農

　

業
者
な
ど
が
狩
猟
免
許
を
取
得
さ
れ
た
場

　

合
、
試
験
申
請
手
数
料
お
よ
び
事
前
講
習
会

　

受
講
料
の
一
部
を
市
が
助
成
し
ま
す
。

・

 

狩
猟
免
許　

北
薩
地
域
振
興
局
林
務
水
産
課
林

　

務
係
（
☎
０
９
９
６

－

２
５

－

５
５
０
９
）

事
前
講
習
会　

県
猟
友
会
出
水
支
部

　
（
☎
０
８
０

－

２
７
０
２

－

１
７
５
２
）

一
部
助
成　

本
庁
農
林
水
産
整
備
課

　
（
☎
�
４
１
３
４
）

狩
猟
免
許
試
験
を
実
施

ヒ
ー
ロ
ー
が
君
た
ち
の
も
と
へ
♪

　みんなを笑顔にするヒーロー、西出水爆笑
戦隊がやってくる！

　今年も夏休み期間中に、ラジオ体操巡回を
希望する子ども会を募集します。
※４～５人で訪問します。
　詳しくは、西出水爆笑戦
隊事務局：レッド（☎ 090-
1928-5546）にお問い合わ
せください。


